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は
じ
め
に

『
杜
律
虞
註
』
は
律
註
の
代
表
的
な
テ
キ
ス
ト
で
、儒
學
者
の
虞
集
（
字
は
伯
生
）

が
杜
詩
の
う
ち
七
言
律
詩
一
五
〇
篇
あ
ま
り
を
選
別
し
、
朱
熹
の
『
詩
集
傳
』
を

模
し
て
註
釋
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。「
杜
工
部
七
言
律
詩
註
」「
虞
邵
菴
分
類
杜

詩
註
」「
杜
律
邵
菴
註
」「
杜
律
訓
解
」
と
も
呼
ば
れ
、
簡
單
に
「
虞
註
」
と
も
さ

れ
る（

1
）。

虞
集
は
、
高
麗
の
忠
宣
王
が
燕
京
に
萬
卷
堂
を
開
設
し
て
李
齊
賢
を
呼

び
寄
せ
姚
燧
・ 

閻
復
・
趙
孟
頫
と
い
っ
た
當
代
の
名
儒
と
從
遊
し
た
際
、
こ
れ
に

同
行
し
た
人
物
で
も
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
杜
律
虞
註
』
の
原
著
者
に
つ
い
て
は
虞
集
で
な
い
と
い
う
說
が

か
ね
て
よ
り
存
在
す
る
。
朝
鮮
の
成
文
濬
（
一
五
五
九
―
一
六
二
六
）
は
、
嘉
靖

年
間
に
太
原
守
で
あ
っ
た
濟
南
の
黃
臣
と
、
山
西
監
察
御
使
だ
っ
た
浮
山
の
穆
相

に
よ
っ
て
重
刋
さ
れ
た
『
杜
律
虞
註
』
を
讀
ん
だ
後
に
一
六
一
四
年
（
光
海
君
六
、

萬
曆
四
十
二
）
に
作
成
し
た
「
書
杜
律
虞
註
後
」
で
黃
臣
の
跋
文
を
引
用
し
て
、

こ
の
書
は
も
と
も
と
元
の
張
性
の
『
杜
工
部
律
詩
演
義
』
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ

て
い
る
。張
性
は
杜
詩
に
註
釋
を
付
し
た
も
の
の
生
前
に
刋
行
の
日
の
目
を
見
ず
、

早
逝
す
る
や
こ
れ
を
惜
し
む
同
地
の
人
士
が
協
力
し
て
そ
の
遺
稿
が
刋
行
さ

れ
た（

2
）。

と
こ
ろ
が
、
當
時
の
刋
本
は
広
く
流
布
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
朱
熊
が

同
書
を
入
手
し
再
刋
す
る
う
ち
に
、虞
集
の
名
に
假
託
し
て
書
名
も
『
杜
律
虞
註
』

に
變
わ
っ
た
と
す
る（

3
）。

『
杜
律
虞
註
』
の
複
數
の
序
文
の
作
成
者
ら
は
、
杜
詩
と
『
杜
律
虞
註
』
を
以

下
の
よ
う
に
評
價
し
て
い
る
。

1
）
杜
詩
に
は
『
詩
經
』
の
遺
音
が
殘
っ
て
い
る
。

2
）
虞
集
は
『
詩
集
傳
』
を
模
し
て
杜
詩
に
註
釋
を
付
し
た
。

3
）『
詩
經
』
の
涵
意
が
朱
熹
に
よ
っ
て
遺
憾
な
く
發
揮
さ
れ
た
よ
う
に
、
杜

詩
の
本
意
は
虞
集
に
よ
っ
て
遺
漏
な
く
解
釋
さ
れ
た
。

ま
た
、
註
釋
は
、
杜
詩
の
本
意
を
「
忠
君
愛
國
之
心
」
と
「
忠
君
愛
親
之
情
」

に
求
め
た
。
本
稿
で
は
、
以
上
の
評
價
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、『
杜
律
虞
註
』
が

白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

魯　
　
　
　
　

耀　
　

翰

金　
　

子　
　

祐　
　

樹　

譯



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

二
八

杜
詩
の
註
解
書
と
し
て
備
え
て
い
る
特
徴
に
つ
い
て
簡
單
に
だ
が
論
じ
て
み
た

い
。

１
．
淸
州
覆
刻
本
『
杜
律
虞
註
』
の
概
要

陽
士
奇
と
胡
濙
の
序
文
に
よ
る
と
、『
杜
律
虞
註
』
は
も
と
も
と
刻
本
が
無
か
っ

た
け
れ
ど
も
、
江
陰
の
朱
善
慶
が
單
陽
元
の
『
讀
杜
愚
得
』
を
刋
行
し
た
の
ち
、

そ
の
息
子
の
朱
熊
が
同
書
を
得
て
父
の
朱
善
慶
に
懇
願
し
て
一
四
三
四（
宣
德
九
）

年
に
刋
行
し
た
ら
し
い
。
一
四
四
三
（
正
統
八
）
年
に
は
林
靖
が
校
正
、
石
璞
が

刻
し
た
重
刻
本
が
出
さ
れ
た
。『
杜
律
虞
註
』
の
明
版
本
は
相
當
多
く
、
宣
德
年

間
の
朱
熊
刻
本
・
正
統
年
間
の
石
璞
刻
本
・
正
德
三
（
一
五
〇
八
）
年
刻
本
・
嘉

靖
三
（
一
五
二
四
）
年
の
張
祜
刻
本
・
嘉
靖
九
（
一
五
三
〇
）
年
の
穆
浮
山
刻
本
・

嘉
靖
間
刻
本
（『
杜
工
部
七
言
律
詩
』）・
嘉
靖
二
十
六
（
一
五
四
七
）
年
の
退
省

堂
刻
本
・
萬
曆
五
（
一
五
七
七
）
年
の
桐
花
館
刻
本
・
萬
曆
年
間
の
吳
登
藉
刋
本
、

と
い
っ
た
も
の
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
他
に
も
坊
刻
本
が
か
な
り
多
い
。
ま
た
、

趙

の
五
言
律
註
と
合
刻
し
た
も
の
も
あ
る（

4
）。

韓
國
の
嘉
泉
博
物
館
に
は
「
成
化
六
年
庚
寅
（
一
四
七
〇
）
春
正
月
日
忠
淸
道

淸
州
牧
刋
行
」
の
刋
記
を
有
す
る
木
板
覆
刻
本
『
杜
律
虞
註
』（
寶
物
第

一
二
〇
九
號
）
が
傳
わ
る
。
こ
の
淸
州
覆
刻
本
は
、
一
四
四
三
年
に
刋
行
さ
れ
た

石
璞
の
重
刻
本
を
底
本
に
、
一
四
七
〇
年
に
覆
刻
し
た
も
の
で
、『
杜
律
虞
註
』

が
流
布
す
る
や
、
た
ち
ま
ち
覆
刻
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
書
の
形
状
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

木
版
本
・
不
分
卷
・
一
册
：
四
周
雙
邊
22
・
２
×
13
・
5
㎝
、
有
界
、
10
行
20
字
、

上
下
黑
口
内
向
黑
魚
尾；

 

27
・
2
×
16
・
8
㎝
．

淸
州
覆
刻
本
『
杜
律
虞
註
』
に
は
、
卷
首
に
陽
士
奇
の
「
杜
律
虞
註
序
」・
陽

榮
の
「
杜
律
虞
註
序
」・
胡
濙
の
「
杜
律
虞
註
序
」・
黃
淮
の
「
杜
律
虞
註
後
序
」・

林
靖
「
書
杜
律
虞
註
序
後
」
と
い
っ
た
序
文
が
收
錄
さ
れ
て
い
る
。
序
文
の
後
に

「
杜
詩
七
言
律
目
錄
」
が
續
く
。
そ
の
後
、
本
文
首
行
の
「
杜
工
部
七
言
律
詩
」・

低
五
格
の
「
虞
集
伯
生
註
」、次
行
に
低
一
格
を
も
っ
て
分
類
目
「
紀
行
」
と
な
っ

て
い
る
。
第
三
行
に
は
低
三
格
を
も
っ
て
詩
題
「
恨
別
」。
第
四
行
以
下
に
平
頭

か
ら
詩
本
文
が
後
續
す
る
。
虞
集
の
註
釋
は
、
詩
本
文
の
次
に
低
一
格
を
も
っ
て

收
錄
し
、
註
釋
は
圈
内
註
と
圈
外
註
に
分
か
れ
る
。
中
縫
に
は
頁
次
の
み
を
記
錄

し
、
書
名
・
卷
次
の
記
載
は
無
い
。

淸
州
覆
刻
本
刋
行
の
經
緯
は
、
本
文
に
後
續
す
る
金
紐
の
跋
文
に
詳
し
い
。
す

な
わ
ち
、
相
國
の
具
致

が
忠
淸
都
事
の
尹
師
夏
に
『
杜
律
虞
註
』
を
與
え
て
鋟

梓
す
る
よ
う
請
う
た
。
尹
師
夏
は
監
司
の
安
哲
孫
に
こ
の
こ
と
を
傳
え
、
淸
州
牧

使
の
權
至
に
委
嘱
し
た
も
の
の
、板
刻
が
完
遂
す
る
前
に
安
は
異
動
さ
せ
ら
れ
る
。

新
た
な
監
司
の
金
良

が
着
任
し
、
事
が
ほ
ぼ
成
っ
た
と
き
、
尹
師
夏
も
任
期
が

終
わ
り
戻
っ
て
き
た
。
版
刻
を
完
遂
す
る
や
、
權
牧
使
は
尹
師
夏
に
手
紙
を
送
っ

て
事
の
成
就
を
傳
え
、
跋
文
を
求
め
る
。
尹
師
夏
は
自
身
が
適
任
者
で
な
い
と
し

て
跋
文
作
成
を
金
紐
に
依
賴
し
た
。
跋
文
は
、
成
化
七
年
（
朝
鮮
成
宗
二
、

一
四
七
一
年
）
の
孟
秋
に
作
成
さ
れ
た（

5
）。
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圖 1　嘉泉博物館所藏『杜律虞註』、陽士奇序（右ㆍ中）と陽榮序（左）

圖 2　嘉泉博物館所藏『杜律虞註』、目錄（右）と卷首（左）



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

三
〇

こ
の
淸
州
覆
刻
本
は
、
金
紐
の
跋
文
に
續
い
て
末
葉
に
「
成
化
六
年
庚
寅
春
正

月 

日
忠
淸
道
淸
州
牧
刋
行
」
の
刋
記
が
あ
る
。
刋
行
時
期
が
成
化
六
年

（
一
四
七
〇
）
春
正
月
と
な
っ
て
お
り
、
跋
文
は
板
刻
を
終
え
た
後
に
作
成
さ
れ

た
と
分
か
る
。
こ
の
一
行
あ
と
に
再
び
一
行
を
割
い
て
列
銜
八
行
を
以
下
の
と
お

り
列
記
し
た
。

刻
手
韓
叔
孫
等
十
人　

　

校
正
成
均
幼
學
李　

經
邦

監
校
中
直
大
夫
前
長
湍
郡
守
蔡　

申
錫

書
中
直
大
夫
行
槐
山
郡
守
朴　

秉
德

行
判
官
朝
散
大
夫
宋　

遙
年

牧

使

通

訓

大

夫

權　

至　

行
都
事
通
訓
大
夫
金　

克
怩

守
觀
察
使
通
政
大
夫
金　

良

本
文
の
校
正
に
參
與
し
た
成
均
幼
學
の
李
經
邦
は
、
一
四
五
五
（
端
宗
三
、
景

泰
六
）
年
に
孝
行
で
敍
任
さ
れ
た
人
物（

6
）で

、
監
校
を
引
き
受
け
た
前
長
湍
郡
守

の
蔡
申
錫
は
、
鄭
夢
周
の
弟
子
に
し
て
世
宗
の
世
子
賓
客
を
經
驗
し
た
權
遇

（
一
三
六
三
―
一
四
一
九
）
の
外
孫
で
あ
る
。
字
を
書
い
た
槐
山
郡
守
の
朴
秉
德

に
つ
い
て
の
記
錄
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
、『
杜
律
虞
註
』
の
覆
刻
を
請
う
た
具
致

（
一
四
〇
六
―
一
四
七
〇
）
は
、

世
祖
代
に
佐
翼
功
臣
三
等
に
策
勲
、
吏
曹
參
判
に
昇
進
し
て
綾
城
府
院
君
に
奉
ぜ

ら
れ
た
人
物
で
、
右
議
政
を
經
て
領
議
政
に
も
な
っ
た
。
具
は
『
杜
律
虞
註
』
の

圖 3　嘉泉博物館所藏『杜律虞註』、金紐跋文（右）と刊記（左）
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三
一

板
刻
が
完
了
し
て
間
も
な
い
一
四
七
〇
（
成
宗
一
）
年
九
月
に
沒
す
。
跋
文
を
記

し
た
金
紐
（
一
四
三
六
―
一
四
九
〇
）
は
、藝
文
館
直
提
學
と
し
て
『
世
祖
實
錄
』

と
『
睿
宗
實
錄
』
の
編
纂
、
お
よ
び
『
經
國
大
典
』
の
讎
校
に
參
加
し
た
人
物
で

あ
る
。

２
．『
杜
律
虞
註
』
の
構
成

『
杜
律
虞
註
』
は
二
卷
一
册
で
構
成
さ
れ
、
杜
甫
の
七
言
律
詩
が
「
分
類
」
式

に
編
成
さ
れ
て
い
る
。
分
門
と
作
品
數
は
次
の
と
お
り
。

上
卷
（
13
門 

69
首
）

紀
行
（
2
首
）、
述
懷
（
8
首
）、
懷
古
（
6
首
）、
將
相
（
5
首
）、
宮
殿
（
3

首
）、
省
宇
（
3
首
）、
居
室
（
8
首
）、
題
人
屋
壁
（
2
首
）、
宗
族
（
3
首
）、

隱
逸
（
3
首
）、
釋
老
（
2
首
）、
寺
觀
（
3
首
）、
四
時
（
21
首
）

下
卷
（
19
門 

82
首
）

節
序
（
12
首
）、
晝
夜
（
2
首
）、
天
文
（
4
首
）、
地
理
（
3
首
）、
樓
閣
（
7

首
）、
眺
望
（
2
首
）、
亭
榭
（
2
首
）、
果
實
（
2
首
）、
舟
楫
（
2
首
）、
橋

梁
（
1
首
）、
燕
飮
（
2
首
）、
音
樂
（
1
首
）、
禽
獸
（
3
首
）、
蟲
類
（
1
首
）、

簡
寄
（
17
首
）、尋
訪
（
5
首
）、酬
寄
（
3
首
）、送
別
（
12
首
）、雜
賦
（
1
首
）

と
こ
ろ
で
、
上
の
分
類
は
實
の
と
こ
ろ
徐
居
仁
編
次
・
黃
鶴
補
註
『
集
千
家
註

分
類
杜
工
部
詩
』
の
分
門
に
從
っ
た
も
の
で
あ
る
。
分
門
と
分
門
の
配
列
順
序
が

『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩
』
の
ほ
と
ん
ど
と
一
致
す
る
だ
け
で
な
く
、
收
錄
し

た
詩
の
順
序
も
『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩
』
の
順
序
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
し

た
た
め
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
虞
集
の
『
杜
律
虞
註
』
は
『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部

詩
』
か
ら
七
言
律
詩
の
一
部
を
選
別
し
、
こ
こ
に
新
た
に
註
解
を
加
え
た
も
の
だ

と
分
か
る
。

（
表
1
）  『
杜
律
虞
註
』
と
『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩
』
の
目
次
（『
集
千
家
註
』
分
門
の

數
字
は
收
錄
順
序
）

杜
律
虞
註

作
成
時
期
ㆍ
場
所

（
黃
鶴
補
註
）

集
千
家
註
分
類
杜

工
部
詩

備
考

卷
上

卷
1 

紀
行
上

『
虞
註
』 

未
收
錄

紀
行
恨
別

乾
元
二
年
冬
成
都

卷
2 

紀
行
下
―
2

曉
發
公
安

大
曆
三
年
秋

卷
2 

紀
行
下
―
14

卷
3 

述
懷
上

『
虞
註
』 

未
收
錄

述
懷
聞
官
軍
收
河
南
河

北

廣
德
元
年

卷
3 

述
懷
下
―
9

江
上
値
水

寶
應
元
年
春

卷
3 

述
懷
下
―
21

撥
悶

永
泰
元
年
在
忠
渝

卷
3 

述
懷
下
―
22

愁

大
曆
元
年
䕫
州

卷
3 

述
懷
下
―
24

卽
事

大
曆
二
年
九
月

卷
3 

述
懷
下
―
29

峽
中
覽
物

大
曆
元
年
夏
在
䕫

卷
3 

述
懷
下
―
30

暮
歸

大
曆
二
年

州

卷
3 

述
懷
下
―
43

遺
悶

呈
路
十
九

曹
長

卷
3 

述
懷
下
―
46

卷
3 

疾
病

『
虞
註
』 

未
收
錄

懷
古
詠
懷
古
跡 

五
首

大
曆
元
年
至
䕫
州

後

卷
3 

懷
古
―
7 

詠
懷
古
跡 

三
首

卷
6 

陵
廟
―
10 

詠
懷
古
跡 

二
首

『
虞
註
』
分
類
目

變
更

蜀
相

上
元
元
年

권
6 

陵
廟
―
11



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

三
二

卷
4 

時
事
上

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
5 

時
事
下

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
5 

邊
塞

『
虞
註
』
未
收
錄

將
相
諸
將
（
五
首
）

永
泰
元
年
秋
在
雲

安

卷
5 

將
帥

卷
5 

軍
旅

『
虞
註
』
未
收
錄

宮
殿
奉
和
賈
至
舍
人
早

朝
大
明
宮

乾
元
元
年
諫
省

卷
6 

宮
殿
―
5

宣
政
殿
退
朝
晩
出

左
掖

乾
元
二
年
春

卷
6 

宮
殿
―
6

紫
宸
殿
退
朝
口
號
乾
元
元
年
為
拾
遺

時

卷
6 

宮
殿
―
7

卷
6 

宮
詞

『
虞
註
』
未
收
錄

省
宇
題
省
中
院
壁

乾
元
元
年
為
拾
遺

時

卷
6 
省
宇
―
2

宿
府

廣
德
二
年
秋
在
府

中

卷
6 
省
宇
―
5

院
中
晩
晴
懷
西
郭

茅
舍

廣
德
二
年
秋

卷
6 

省
宇
―
6

卷
6 

陵
廟

『
虞
註
』「
懷
古
」

收
錄

卷
6 

居
室
上

『
虞
註
』
未
收
錄

居
室
堂
成

上
元
元
年
三
月

卷
7 

居
室
下
―
1

卜
居

上
元
元
年

卷
7 

居
室
下
―
2

狂
夫

上
元
元
年
夏

卷
7 

居
室
下
―
3

野
老

上
元
元
年
初
秋

卷
7 

居
室
下
―
4

江
村

上
元
元
年
夏

卷
7 

居
室
下
―
5

赤
甲

大
曆
二
年
春

卷
7 

居
室
下
―
19

簡
吳
郞
司
直

大
曆
二
年

卷
7 

居
室
下
―
25

又
呈
吳
郞

大
曆
二
年

卷
7 

隣
里
―
4

『
虞
註
』
分
類
目

變
更

題
人

屋
壁

題
柏
學
士
茅
屋

大
曆
二
年

卷
7 

題
人
屋
壁

―
7

崔
氏
東
山
草
堂

乾
元
元
年

卷
7 

題
人
屋
壁

―
9

卷
7 

田
圃

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
8 

皇
族

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
8 

世
胄

『
虞
註
』
未
收
錄

家
族
舍
弟
觀
赴
藍
田
取

妻
子
到
江
陵
喜
寄 

三
首

大
曆
二
年
冬

卷
8 

家
族
―
15

卷
8 

外
族

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
8 

婚
姻

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
9 

仙
道

『
虞
註
』
未
收
錄

隱
逸
覃
山
人
隱
居

大
曆
二
年

卷
9 

隱
逸
―
3

題
張
氏
隱
居

開
元
二
十
四
年
後

與
髙
李
遊
齊
趙
時

卷
9 

隱
逸
―
5

南
隣

上
元
元
年

卷
7 

隣
里
―
2

『
虞
註
』
分
類
目

變
更

釋
老
留
別
公
安
大
易
沙

門

大
曆
二
年
冬
起
岳

陽
時

卷
9 

釋
老
―
11

因
許
八
奉
寄
江
寧

旻
上
人

乾
元
元
年

卷
9 

釋
老
―
12 

寺
觀
陪
城
縣
香
積
寺
官

閣

廣
德
元
年
春

卷
9 

寺
觀
―
14

暮
登
西
安
寺
鐘
樓

寄
裵
十
迪

永
泰
元
年
在
溪
上

卷
9 

寺
觀
―
15

玉
臺
觀

廣
德
二
年
春

卷
9 

寺
觀
―
17

四
時
卽
事

大
曆
二
年
暮
春

卷
10 

四
時
―
春
19



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

三
三

暮
春

大
曆
元
年
初
遷
䕫

州
時

卷
10 

四
時
―
春
20

曲
江 

二
首

乾
元
元
年
為
拾
遺

在
京
師

卷
11 

節
序
―
17

曲
江
對
酒

乾
元
元
年
為
拾
遺

在
京
師

卷
11 

節
序
―
18

曲
江
値
雨

乾
元
元
年
為
拾
遺

在
京
師
時

卷
11 

節
序
―
19

多
病
執
熱
奉
懷
李

尙
書
之
芳

大
曆
三
年
四
月

卷
10 

四
時
―
夏
5

早
秋
苦
熱
堆
案
相

仍

元
年
初
到
華
州
時

卷
10 

四
時
―
秋
3

秋
興 

八
首

大
曆
元
年
䕫
州

卷
10 

四
時
―
秋
9

登
高

廣
德
元
年

卷
10 

四
時
―
秋
10

秋
盡

寶
應
元
年
秋

卷
10 
四
時
―
秋
18

十
二
月
一
日 

三

首

永
泰
元
年
秋
至
雲

安

卷
10 
四
時
―
冬
8

卷
下

節
序
立
春

大
曆
元
年
在
雲
安

卷
11 

節
序
―
2

人
日

大
曆
三
年

卷
11 

節
序
―
7

『
分
類
』
2
首
（
第

2
首
）

小
寒
食
舟
中
作

大
曆
五
年

卷
11 

節
序
―
11

九
日 

二
首

大
曆
二
年
在
䕫
州

卷
11 

節
序
―
28

『
分
類
』
5
首
（
第

1
首
）

廣
德
元
年

卷
11 

節
序
―
33

九
日
藍
田
崔
氏
莊
乾
元
元
年
為
華
州

司
功
時
至
藍
田
有

此
作

卷
11 

節
序
―
34

小
至

大
曆
元
年

卷
11 

節
序
―
36

至
日
遺
興
奉
寄
北

省
舊
閣
老
兩
院
故

人 

二
首

乾
元
元
年

卷
11 

節
序
―
37

冬
至

大
曆
二
年
時
在
瀼

西

卷
11 

節
序
―
38

至
後

廣
德
二
年
冬
在
嚴

武
幕
中

卷
10 

四
時
―
冬
6
『
虞
註
』
分
類
目

變
更

臘
日

至
德
二
載
扈
從
還

京
師
時

卷
11 

節
序
―
39

晝
夜
晝
夢

大
曆
二
年
二
月
䕫

州

卷
11 

夢
―
3

『
虞
註
』
分
類
目

變
更

夜

大
曆
元
年
䕫
州

卷
11 

晝
夜
―
11

卷
11 

夢

『
虞
註
』「
晝
夜
」

收
錄

天
文

卷
12 

月

『
虞
註
』
未
收
錄

江
雨
有
懷
鄭
典
設
大
曆
二
年
春

卷
12 

雨
雪
―
13

雨
不
絶

廣
德
二
年
在
嚴
公

幕
中

卷
12 

雨
雪
―
14

白
帝

大
曆
元
年
秋

卷
12 

雨
雪
―
21

返
照

大
曆
二
年

卷
12 

雨
雪
―
37

卷
12 

雲
罍

『
虞
註
』
未
收
錄

地
理
望
嶽

乾
元
元
年
赴
華
州

司
功
時

卷
13 

山
嶽
―
1

黃
草

廣
德
元
年

卷
13 

都
邑
―
10

『
分
類
』
江
河
―

都
邑 

順

大
曆
二
年

卷
13 

江
河
―
8

樓
閣
白
帝
城
最
高
樓

大
曆
元
年
到
䕫
時

卷
14 

樓
閣
―
9

江
陵
節
度
使
陽
城

郡
王
新
樓
成
王
請

嚴
侍
御
判
官
賦
七

字
句
同
作

大
曆
三
年
夏

卷
14 

樓
閣
―
11



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

三
四

又
作
此
奉
衛
王

大
曆
三
年
夏

卷
14 

樓
閣
―
12

七
月
一
日
題
終
明

府
水
樓 

兩
首

大
曆
元
年
在
䕫
州

卷
14 

樓
閣
―
18

登
樓

廣
德
二
年

卷
14 

樓
閣
―
20

閣
夜

大
曆
元
年

卷
14 

樓
閣
―
22

眺
望
野
望

寶
應
元
年
十
一
月

往
射
洪
作

卷
14 

眺
望
―
8

望
野

寶
應
元
年
在
成
都

卷
14 

眺
望
―
9

亭
榭
滕
王
亭
子

廣
德
二
年
春

卷
14 

亭
榭
―
4

題
鄭
縣
亭
子

乾
元
元
年
赴
華
州

司
功
時

卷
14 

亭
榭
―
7

卷
15 

園
林

『
虞
註
』
未
收
錄

果
實
題
桃
樹

廣
德
二
年
自

州

歸
成
都
時

卷
15 

果
實
―
5

野
人
送
朱
櫻

寶
應
元
年
在
成
都

卷
15 
果
實
―
5

卷
15 

池
沼

『
虞
註
』
未
收
錄

舟
楫
進
艇

上
元
二
年

卷
15 

舟
楫
―
6

城
西
陂
泛
舟

天
寶
十
三
載

卷
15 

舟
楫
―
7

橋
梁
陪
十
七
司
馬
皂
江

上
觀
造
竹
橋
卽
日

成
往
來
之
人
免
冬

寒
入
水
聊
題
短
作

簡
李
公

上
元
二
年
冬
在
蜀

州

卷
15 

橋
梁
―
1

燕
飮
曲
江
陪
鄭
八
丈
南

史
飮

乾
元
元
年
在
諫
省

時

卷
11 

節
序
―
20

『
虞
註
』
分
類
目

變
更

鄭

馬
宅
宴
洞
中
天
寶
四
載

卷
15 

燕
飮
―
8

卷
16 

文
章

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
16 

書
畫

『
虞
註
』
未
收
錄

音
樂
吹
笛

大
曆
元
年

卷
16 

音
樂
―
4

卷
16 

器
用

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
16 

食
物

『
虞
註
』
未
收
錄

禽
獸
見
王
監
兵
馬
使 

說
近
山
有
白
黑
二

鷹 

羅
者
久
取 

竟

未
能
得 

王
以
毛

骨
有
異
他
鷹 

恐

臘
後
春
生 

騫
飛

避
煖
勁
翮 

思
秋

之
甚 

渺
不
可
見 

請
余
賦
詩 

二
首

大
曆
元
年
在
䕫
州

卷
17 

鳥
―
9

燕
子
來
舟
中
作

大
曆
五
年
潭
州

卷
17 

鳥
―
14

卷
17 

獸

蟲
類
見
螢
火

大
曆
二
年

卷
17 

蟲
―
2

卷
17 

魚

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
18 

花

『
虞
註
』「
酬
寄
」

收
錄

卷
18 

草

『
虞
註
』 

未
收
錄

卷
18 

竹 

『
虞
註
』 

未
收
錄

卷
18 

木

『
虞
註
』 

未
收
錄

卷
19 

投
贈

『
虞
註
』 

未
收
錄

簡
寄

卷
19 

簡
寄
上

『
虞
註
』 

未
收
錄

卷
20 

簡
寄
中

『
虞
註
』 

未
收
錄

將
赴
成
都
草
堂
途

中
有
作
先
寄
嚴
鄭

公 

五
首

廣
德
二
年
自

州

歸
成
都
作

卷
21 

簡
寄
下
―
2

奉
待
嚴
大
夫

寶
應
元
年

卷
21 

簡
寄
下
―
4

贈
獻
納
起
居
田
舍

人
澄

天
寶
十
三
載

卷
21 

簡
寄
下
―
8

奉
寄
高
常
侍

永
泰
元
年
正
月
在

成
都

卷
21 

簡
寄
下
―
9



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

三
五

奉
寄
章
十
侍
御
時

初
罷
梓
州
刺
史
東

川
留
後
將
復
赴
朝

廷

廣
德
二
年

卷
21 

簡
寄
下
―
11

將
赴
荊
南
寄
別
李

劒
州
弟

廣
德
二
年
春

卷
21 

簡
寄
下
―
18

奉
寄
別
馬
巴
州

上
元
二
年

卷
21 

簡
寄
下
―
19

贈
韋
七
贊
善

潭
州
作
大
曆
五
年

卷
21 

簡
寄
下
―
26

崔
評
事
弟
許
相
迎

不
到
應
虞
老
夫
見

泥
雨
怯
出
必
愆
佳

期
走
筆

簡

大
曆
二
年

卷
21 

簡
寄
下
―
27

贈
田
九
判
官
梁
丘
天
寶
十
四
載

卷
21 

簡
寄
下
―
30

寄
常
徵
君

大
曆
元
年
夏

卷
21 

簡
寄
下
―
40

寄
杜
位

上
元
二
年
自
成
都

赴
靑
城
時

卷
21 
簡
寄
下
―
46

所
思

成
都
作
上
元
二
年

卷
21 

懷
舊
―
12

『
虞
註
』
分
類
目

變
更

尋
訪
有
客

上
元
元
年
在
草
堂

卷
22 

尋
訪
―
4

客
室

上
元
二
年

卷
22 

尋
訪
―
5

嚴
中
丞
枉
駕
見
過
寶
應
元
年
權
令
兩

川
都
節
制
時

卷
22 

尋
訪
―
6

嚴
公
仲
夏
枉
駕
草

堂
携
酒
饌
得
寒
字

寶
應
元
年
五
月

卷
22 

尋
訪
―
7

王
十
七
侍
御
掄
許

携
酒
至
草
堂
奉
寄

此
詩
便
請
激
高

三
十
五
使
君
同
到

上
元
二
年
冬

卷
22 

尋
訪
―
8

酬
寄
奉
酬
嚴
公
寄
題
野

亭
之
作

寶
應
元
年

卷
22 

酬
答
―
2

酬
郭
十
五
判
官
受
大
曆
四
年

卷
22 

酬
答
―
8

和
裵
迪
登
蜀
州
東

亭
送
客
逢
早
梅
相

憶
見
寄

上
元
元
年
冬
在
成

都

卷
18 

花
―
4

卷
22 

惠

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
22 

送
別
上

送
別
季
夏
送
鄕
弟
韶
陪

黃
門
從
叔
朝
謁

大
曆
元
年

卷
23 

送
別
下
―
8

章
梓
州
橘
亭
餞
成

都
竇
少
尹
得
凉
字

廣
德
元
年
秋

卷
23 

送
別
下
―
20

奉
送
蜀
州
栢
二
別

駕
將
中
丞
命
赴
江

陵
起
居
衛
尙
書
大

夫
人
因
示
從
弟
行

軍
司
馬
位

大
曆
元
年
嵗
晚

卷
23 

送
別
下
―
22

送
路
六
侍
御
入
朝
廣
德
元
年
春
梓
州

卷
23 

送
別
下
―
25

又
送
辛
員
外

廣
德
元
年

卷
23 

送
別
下
―
30

送
寺
八
秘
書
赴
相

公
幕

大
曆
二
年
七
月

卷
23 

送
別
下
―
37

送
王
十
五
判
官
扶

侍
還
黔
中
得
開
字

廣
德
元
年

卷
23 

送
別
下
―
38

送
鄭
十
八

貶
台

州
司
戶
參
軍
傷
其

臨
老
陷
賊
之
故
闕

爲
面
別
情
見
于
詩

至
德
二
年

卷
23 

送
別
下
―
50

公
安
送
韋
二
少
府

匡
贊

大
曆
三
年
秋
晚

卷
23 

送
別
下
―
59

送
韓
十
四
江
東
省

覲

上
元
二
年
在
成
都

卷
23 

送
別
下
―
62

長
沙
送
李
十
一
銜
大
曆
五
年
秋

卷
23 

送
別
下
―
63
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三
六

宇
文
晁
尙
書
之
甥

崔
彧
司
業
之
孫
尙

書
之
子
重
泛
鄭
監

前
湖

大
曆
三
年

卷
23 

送
別
下
―
76

卷
24 

慶
賀

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
24 

傷
悼

『
虞
註
』
未
收
錄

雜
賦

卷
25 

雜
賦
―
古
詩
『
虞
註
』
未
收
錄

示

奴
阿
段

大
曆
三
年
公
在
江

陵
作

卷
25 

雜
賦
―
律
詩

―
1

卷
25 

雜
賦
―
絶
句
『
虞
註
』
未
收
錄

卷
25 

雜
賦
―
歌

『
虞
註
』
未
收
錄

卷
25 

雜
賦
―
行

『
虞
註
』
未
收
錄

『
杜
律
虞
註
』
の
分
門
と
そ
の
配
列
順
序
、
そ
し
て
詩
の
配
列
順
序
が
『
集
千

家
註
分
類
杜
工
部
詩
』
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。『
杜
律

虞
註
』
は
『
集
千
家
註
』
の
「
月
ㆍ
雨
雪
ㆍ
雲
罍
」
を
「
天
文
」
に
、「
山
嶽
ㆍ

都
邑
ㆍ
江
河
」
を
「
地
理
」
に
、「
鳥
ㆍ
獸
」
を
「
禽
獸
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
統
合

し
た
。「
地
理
」
で
は
、「
江
河
」
―
「
都
邑
」
の
順
を
「
都
邑
」
―
「
江
河
」
の

順
に
變
え
た
の
み
で
、
他
の
分
門
、
そ
し
て
分
門
お
よ
び
詩
の
配
列
順
序
は
完
全

に
一
致
す
る
。
た
だ
、『
杜
律
虞
註
』
は
疾
病
・
時
事
・
邊
塞
・
軍
旅
・
宮
詞
・

田
圃
・
皇
族
・
世
胄
・
外
族
・
婚
姻
・
仙
道
・
月
・
雲
罍
・
園
林
・
池
沼
・
文
章
・

書
畫
・
器
用
・
食
物
・
魚
・
花
・
草
・
竹
・
木
・
投
贈
・
惠

・
慶
賀
・
傷
悼
な

ど
の
分
門
で
は
詩
が
採
擇
さ
れ
て
い
な
い
。

『
杜
律
虞
註
』
で
は
、い
く
つ
か
の
作
品
に
つ
い
て
分
類
の
所
屬
の
變
更
も
行
っ

た
。
例
え
ば
、「
詠
懷
古
跡
五
首
」
は
、『
集
千
家
註
』
で
は
「
懷
古
」
三
首
、「
陵

廟
」
二
首
が
收
錄
さ
れ
て
い
た
の
を
、「
懷
古
」
に
後
者
二
首
を
含
ま
せ
、「
又
呈

吳
郞
」
と
「
南
隣
」
は
『
集
千
家
註
』
で
「
隣
里
」
に
屬
し
て
い
た
の
を
そ
れ
ぞ

れ
「
居
室
」
と
「
隱
逸
」
に
分
屬
さ
せ
た
。

『
杜
律
虞
註
』
の
作
成
時
期
は
、
早
い
も
の
で
開
元
二
十
四
年
（
七
三
六
、

二
十
五
歳
）
に
齊
趙
で
著
さ
れ
た
「
題
張
氏
隱
居
」
か
ら
、
遅
い
も
の
に
な
る
と

大
曆
五
年
（
七
七
〇
、
五
十
九
歳
）
の
死
去
の
少
し
前
に
潭
州
で
作
ら
れ
た
「
長

沙
送
李
十
一
銜
」
ま
で
に
わ
た
り
、
こ
の
期
間
の
作
品
を
收
錄
し
て
い
る
。『
集

千
家
註
』
に
收
錄
さ
れ
た
黃
鶴
の
補
註
は
作
品
ご
と
に
作
成
時
期
を
記
入
し
て
あ

る
が
、こ
れ
に
よ
れ
ば『
杜
律
虞
註
』は
成
都
期（
六
十
首
）の
詩
と

州
期（
六
十
四

首
）
の
詩
を
最
も
多
く
收
錄
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、

州
期
の
詩
を
最
も

多
く
收
錄
し
た
點
は
注
意
を
要
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

３
．『
杜
律
虞
註
』
の
註
解
方
式

『
杜
律
虞
註
』
は
選
詩
に
際
し
、
徐
居
仁
編
次
・
黃
鶴
補
註
『
集
千
家
註
分
類

杜
工
部
詩
』
を
參
考
に
し
た
。
で
あ
れ
ば
、
註
解
も
ま
た
『
集
千
家
註
』
の
も
の

を
參
考
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
杜
律
虞
註
』
の
序
文
を
作
成
し

た
陽
榮
と
胡
濙
は
『
杜
律
虞
註
』
の
註
解
が
朱
熹
の
『
詩
集
傳
』
と
『
楚
辭
集
註
』

の
例
に
範
を
取
っ
た
と
明
示
し
て
い
る
。

陽
榮
「
杜
律
虞
註
序
」

有
元
虞
文
靖
公
集
，
嘗
取
杜
近
體
百
餘
篇
，
按
『
詩
傳
註
』
ㆍ
『
楚
辭
』
例

解
之
．

胡
濙
「
杜
律
虞
註
序
」
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於
是
取
杜
之
七
言
律
詩
，
考
其
歲
月
，
本
其
事
跡
，
倣
朱
子
之
傳
註
以
註
釋

之
，
使
杜
之
心
，
粲
然
明
著
，
與
三
百
篇
相
望
．

『
杜
律
虞
註
』
は
朱
熹
の
『
詩
集
傳
』
と
『
楚
辭
』
の
例
に
從
っ
て
杜
詩
に
註

解
を
付
し
、
杜
甫
の
心
情
を
粲
然
と
表
し
た
。
そ
の
結
果
、
杜
詩
は
序
文
の
作
成

者
全
員
の
評
價
が
一
致
す
る
よ
う
に
、『
詩
經
』
三
百
篇
の
詩
と
比
肩
す
る
も
の

と
な
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、『
杜
律
虞
註
』
は
ど
の
よ
う
な
面
で
朱
熹
の
註
解
方
式

を
模
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
朱
熹
の
『
詩
集
傳
』
と
『
杜
律
虞
註
』
そ
れ
ぞ

れ
の
註
解
方
式
を
簡
單
に
比
較
し
、
さ
ら
に
『
杜
律
虞
註
』 

註
解
の
特
徵
に
つ
い

て
檢
證
し
て
み
た
い
。

朱
熹
は
、淳
熙
四
（
一
一
八
三
）
年
冬
十
月
戊
子
に
作
成
し
た
「
詩
經
集
傳
序
」

で
問
答
形
式
を
採
用
し
て
『
詩
經
』
の
大
義
を
說
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、朱
熹
は
、

1
）
詩
を
詠
む
理
由
﹇
詩
何
爲
而
作
也
﹈、
2
）
詩
が
敎
え
と
な
る
理
由
﹇
其
所

以
敎
者
何
也
﹈、3
）
國
風
ㆍ
雅
ㆍ
頌
の
體
が
同
じ
で
な
い
理
由
﹇
國
風
雅
頌
之
體
，

其
不
同
若
是
何
也
」、
4
）
詩
を
學
ぶ
方
法
﹇
其
學
之
也
當
奈
何
﹈、
と
い
っ
た
質

問
を
或
者
の
質
問
の
體
で
設
け
、
こ
れ
に
答
え
る
形
式
で
『
詩
經
』
の
主
要
問
題

に
つ
い
て
自
身
の
意
見
を
披
瀝
し
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
朱
熹
が
『
詩
經
』
の

註
解
を
通
し
て
發
現
さ
せ
よ
う
と
し
た
『
詩
經
』
の
テ
ー
マ
と
關
係
の
あ
る
も
の

と
言
え
よ
う
。

『
詩
集
傳
』
の
例
と
し
て
「
關
雎
」
篇
第
一
章
を
擧
げ
れ
ば
次
の
と
お
り
。

關
關
雎
﹇
七
余
反
﹈
鳩
，在
河
之
洲
．
窈
﹇
烏
了
反
﹈
窕
﹇
徒
了
反
﹈
淑
女
，

君
子
好
逑
﹇
音
求
﹈

興
也
．
關
關
，雌
雄
相
應
之
和
聲
也
．
雎
鳩
，水
鳥
，一
名
王
雎
．
狀
類
鳧
鷖
，

今
江
淮
間
有
之
．
生
有
定
偶
而
不
相
亂
，
偶
常
竝
遊
而
不
相
狎
，
故
『
毛
傳
』

以
爲

而
有
別
，『
列
女
傳
』
以
爲
人
未
嘗
見
其
乘
居
而
匹
處
者
，
蓋
其
性

然
也
．
河
，北
方
流
水
之
通
名
．
洲
，水
中
可
居
之
地
也
．
窈
窕
，幽
閒
之
意
．

淑
，
善
也
．
女
者
，
未
嫁
之
稱
，
蓋
指
文
王
之
妃
大
姒
爲
處
子
時
而
言
也
．

君
子
則
指
文
王
也
．
好
，亦
善
也
．
述
，匹
也
．『
毛
傳
』
之

字
，與
至
通
，

言
其
情
意
深
至
也
．
○
興
者
，
先
言
他
物
，
以
引
起
所
詠
之
詞
也
．
周
之
文

王
，
生
有
聖
德
，
又
得
聖
女
姒
氏
，
以
爲
之
配
，
宮
中
之
人
，
於
其
始
至
，

見
其
有
幽
閒
貞
靜
之
德
，
故
作
是
詩
，
言
〝
彼
關
關
然
之
雎
鳩
，
則
相
與
和

鳴
於
河
洲
之
上
矣
，
此
窈
窕
之
淑
女
，
則
豈
非
君
子
之
善
匹
乎
? 

〞　

言
其

相
與
和
樂
而
恭
敬
，
亦
若
雎
鳩
之
情

而
有
別
也
．
後
凡
言
興
者
，
其
文
意

皆
放
此
云
．
漢
匡
衡
曰
：
〝
窈
窕
淑
女
，
君
子
好
逑
，
言
能
致
其
貞
淑
，
不

貳
其
操
，
情
欲
之
感
，
無
介
乎
容
儀
，
宴
私
之
意
，
不
形
乎
動
靜
，
夫
然
後
，

可
以
配
至
尊
而
爲
宗
廟
主
，
此
綱
紀
之
首
，
王
敎
之
端
也
〞
．
可
謂
善
說
詩

矣
．

朱
熹
は
「
詩
經
集
傳
序
」
で
「
章
句
を
以
て
綱
と
し
、訓
詁
を
以
て
紀
と
す
」﹇
章

句
以
綱
之
，
訓
詁
以
紀
之
﹈
と
す
る
よ
う
に
、
毎
篇
の
詩
を
章
句
に
分
け
、
章
ご

と
に
註
釋
を
加
え
て
い
る
。
ま
ず
、
經
文
の
難
讀
字
に
音
註
を
付
し
た
。
そ
し
て

註
釋
は
、
大
き
く
圈
内
註
と
圈
外
註
に
區
分
す
る
。
圈
内
註
で
は
、
ま
ず
「
興
也
」

と
し
て
賦
比
興
の
詩
體
を
判
定
し
た
。
續
い
て「
關
關
」か
ら「
言
其
情
意
深
至
也
」

ま
で
は
難
解
な
語
彙
・
典
故
・
地
名
な
ど
を
註
解
し
て
い
る
。

圈
内
註
が
字
の
訓
詁
に
關
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
圈
外
註
は
詩
の
意
味
に
關
す
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三
八

る
内
容
が
主
で
あ
る
。「
興
者
，
先
言
他
物
，
以
引
起
所
詠
之
詞
也
．」
は
、『
詩

集
傳
』
に
お
い
て
「
興
」
の
概
念
が
ま
ず
は
じ
め
に
現
れ
た
箇
所
で
あ
る
た
め
、

こ
れ
に
つ
い
て
說
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
續
い
て
「
周
之
文
王
」
か
ら
「
故
作
是

詩
」
ま
で
は
詩
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
、
具
體
的
事
實
を
擧
げ
て
敍
述
す

る
。
そ
の
後
、「
言
」
以
下
「
彼
關
關
然
之
雎
鳩
」
か
ら
「
豈
非
君
子
之
善
匹
乎
」

は
簡
潔
な
原
詩
の
言
語
を
敷
衍
し
て
詩
の
意
を
明
瞭
に
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て

「
言
」
以
下
「
其
相
與
和
樂
而
恭
敬
」
か
ら
「
其
文
意
皆
放
此
云
」
は
詩
の
テ
ー

マ
を
再
確
定
し
つ
つ
「
興
」
の
概
念
が
詩
に
ど
う
適
用
さ
れ
た
の
か
確
認
し
て
い

る
。
再
度
、
漢
・
匡
衡
の
言
を
引
用
し
て
詩
の
大
意
を
解
き
直
し
、
各
章
句
へ
の

註
解
を
終
え
た
後
に
「
關
雎
三
章
，
一
章
四
句
，
二
章
章
八
句
」
の
よ
う
に
章
句

の
構
成
を
明
ら
か
に
し
、
追
っ
て
、
必
要
な
も
の
に
は
詩
の
意
義
・
敎
訓
な
ど
に

對
し
内
容
を
追
記
し
た
。

關
雎

詩
集
傳

關
關
雎
鳩
，
在
河
之
洲
．

窈
窕
淑
女
，
君
子
好
逑
．

彼
關
關
然
之
雎
鳩
，
則
相
與
和
鳴
於
河
洲
之
上
矣
，

此
窈
窕
之
淑
女
，
則
豈
非
君
子
之
善
匹
乎
?

言
其
相
與
和
樂
而
恭
敬
，
亦
若
雎
鳩
之
情

而
有
別
也 

『
詩
集
傳
』
で
は
、「
關
雎
」
篇
に
つ
い
て
、
周
の
文
王
が
聖
女
姒
氏
を
王
妃
に

迎
え
る
際
、
宮
中
の
者
が
文
王
妃
の
幽
閒
貞
靜
な
德
を
目
に
し
、
こ
の
詩
を
著
し

た
も
の
と
す
る
。
次
に
、詩
の
本
文
を
次
の
と
お
り
註
解
す
る
。「
關
關
」
は
「
關

關
然
」
を
解
釋
し
、
擬
聲
語
で
あ
る
と
し
た
。「
在
河
之
洲
」
は
「
則
相
與
和
鳴

於
河
洲
之
上
矣
」
で
あ
る
と
敷
衍
す
る
。
つ
ま
り
、
雎
鳩
が
單
に
「
河
之
洲
」
に

い
る
も
の
で
は
な
く
、「
相
與
和
鳴
」
し
な
が
ら
「
河
之
洲
」
に
い
る
も
の
で
あ

る
と
敷
衍
す
る
こ
と
で
、
詩
人
が
興
を
お
こ
し
た
具
體
的
な
理
由
を
明
ら
か
に
す

る
と
同
時
に
、詩
の
主
題
―
敎
訓
を
鮮
明
に
示
す
。
そ
し
て
、「
窈
窕
淑
女
」
は
「
此

窈
窕
之
淑
女
」
で
あ
る
と
解
き
、「
淑
女
」
と
は
一
般
的
な
女
性
で
な
く
特
定
の

人
物
を
指
す
語
で
あ
る
と
明
言
し
た
。「
君
子
好
逑
」は「
則
豈
非
君
子
之
善
匹
乎
」

と
解
い
て
讚
美
の
意
を
更
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
要
す
る
に
、『
詩
集
傳
』

は
、
1
）
詩
人
が
言
わ
ん
と
す
る
内
容
を
鮮
明
に
し
、
2
）
主
題
―
敎
訓
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
、
3
）
賦
比
興
な
ど
詩
體
の
判
定
理
由
を
明
ら
か
に
し
た
。
詩
が
興

で
あ
る
場
合
は
起
興
の
過
程
を
、
比
で
あ
れ
ば
比
喩
の
元
觀
念
と
補
助
觀
念
を
、

賦
な
ら
ば
詩
の
詠
う
事
實
を
そ
れ
ぞ
れ
說
明
す
る
。
以
上
は
、
朱
熹
が
「
詩
經
集

傳
序
」
で
言
及
し
た
『
詩
經
』
の
主
要
問
題
と
も
一
致
す
る
。

『
杜
律
虞
註
』
は
、
乾
元
二
年
（
七
五
九
）
冬
に
杜
甫
が
官
職
を
捨
て
て
成
都

へ
行
く
道
中
で
詠
ん
だ
と
傳
え
ら
れ
る
「
恨
別
」
に
始
ま
る
。
正
統
八
年

（
一
四
四
三
）
重
刻
本
の
序
文
を
記
し
た
林
靖
は
、『
虞
註
』
が
「
恨
別
」
一
首
を

同
書
の
最
初
の
詩
と
見
な
し
た
の
は
、
こ
の
詩
の
五
十
六
字
が
多
く
の
含
意
を
持

ち
、
忠
君
愛
親
の
情
を
表
出
し
て
意
思
の
外
側
に
溢
れ
て
い
る
た
め
だ
と
し
た（

7
）。

「
恨
別
」
に
つ
い
て
の
『
杜
律
虞
註
』
の
註
解
を
原
詩
と
と
も
に
以
下
に
て
紹
介

す
る
。洛

城
一
別
四
千
里
，
胡
騎
長
驅
五
六
年
．
草
木
變
衰
行
劒
外
，
兵
戈
阻
絶
老

江
邊
．
思
家
步
月
淸
宵
立
，
憶
弟
看
雲
白
日
眠
．
聞
道
河
陽
近
乘
勝
，
司
徒

急
爲
破
幽
燕
．

洛
城
，卽
洛
陽
，在
河
南
府
．
胡
騎
，指
祿
山
之
亂
．
劒
外
，蜀
劒
閣
之
外
．

河
陽 
河
南
洛
陽
也
．
是
年
十
月
，
司
徒
李
光
弼
，
敗
史
思
明
於
河
陽
．
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三
九

幽
燕
，
史
思
明
窟
穴
也
．
○
公
棄
官
入
蜀
，
未
得
所
依
，
故
以
別
爲
恨
也
．

言
在
蜀
去
洛
，
如
此
之
遠
，
胡
人
亂
華
，
又
如
此
之
久
，
當
草
木
搖
落
之

時
，
行
於
劒
閣
之
外
，
遂
爲
兵
戈
阻
隔
而
老
於
錦
江
之
上
也
．
思
家
之
際
，

見
月
則
不
寐
而
立
，
憶
弟
之
際
，
見
雲
則
不
坐
而
眠
，
其
立
其
臥
，
反
晝

夜
之
常
，
所
以
見
其
恨
別
之
深
也
．
末
因
聞
李
光
弼
之
勝
而
望
其
奮
銳
摧

鋒
，
掃
穴
犁
庭
，
則
幽
燕
平
而
洛
城
，
可
歸
矣
．

『
杜
律
虞
註
』
の
註
解
は
、
詩
本
文
が
終
わ
り
、
續
い
て
『
詩
集
傳
』
と
同
じ

く
圈
内
註
と
圈
外
註
と
に
分
け
て
施
さ
れ
る
。
音
註
は
別
途
付
し
た
り
せ
ず
、
賦

比
興
の
詩
體
の
判
定
は
一
部
の
作
品
に
限
定
さ
れ
た
。
圈
内
註
の
「
洛
城
」
か
ら

「
史
思
明
窟
穴
也
」
ま
で
は
難
解
な
語
彙
・
典
故
・
地
名
な
ど
を
、圈
外
註
で
は
『
詩

集
傳
』
と
同
樣
に
詩
を
書
く
に
至
っ
た
動
機
、
詩
句
の
意
味
を
敷
衍
し
て
說
明
す

る
。
つ
ま
り
、「
公
棄
官
入
蜀
，
未
得
所
依
，
故
以
別
爲
恨
也
」
は
詩
を
著
し
た

理
由
で
あ
り
、「
言
」
以
下
「
在
蜀
去
洛
」
か
ら
「
可
歸
矣
」
ま
で
は
詩
の
意
味

を
敷
衍
し
て
說
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
杜
律
虞
註
』
の
圈
外
註
で
最
も
大
き
な
特
徴
は
、『
詩
集
傳
』
の
よ
う
に
簡
潔

な
詩
語
を
敷
衍
し
て
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
詩
人
の
言
を
通
し

て
詩
人
の
心
を
讀
み
解
こ
う
と
し
た
點
で
あ
ろ
う
。
こ
の
點
は
既
に『
杜
律
虞
註
』

の
多
く
の
序
文
で
指
摘
済
み
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

陽
士
奇
「
杜
律
虞
註
序
」

伯
生
學
廣
而
才
高
，
味
杜
之
言
，
究
杜
之
心
，
盖
得
之
深
矣
．

　
　

林
靖
「
書
杜
律
虞
註
序
後
」

  

今
味
太
叟
虞
公
所
註
，
復
能
發
先
正
之
所
未
發
，
俾
杜
公
子
美
之
心
，
得
以

明
諸
日
月
，
悠
久
於
宇
宙
矣
．

　
　

胡
濙
「
杜
律
虞
註
序
」

  

於
是
取
杜
之
七
言
律
詩
，
考
其
歲
月
，
本
其
事
跡
，
倣
朱
子
之
傳
註
以
註
釋

之
，
使
杜
之
心
，
粲
然
明
著
，
與
三
百
篇
相
望
．

つ
ま
り
、『
杜
律
虞
註
』
は
詩
想
の
流
れ
に
從
い
、
詩
語
で
表
現
さ
れ
た
杜
甫

の
心
理
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。「
恨
別
」
詩
を
例
と
し
て
以
下
に
再
掲
し

よ
う
。

恨
別

杜
律
虞
註

洛
城
一
別
四
千
里
，

胡
騎
長
驅
五
六
年
．

草
木
變
衰
行
劒
外
，

兵
戈
阻
絶
老
江
邊
．

思
家
步
月
淸
宵
立
，

憶
弟
看
雲
白
日
眠
．

聞
道
河
陽
近
乘
勝
，

司
徒
急
爲
破
幽
燕
．

公
棄
官
入
蜀
，
未
得
所
依
，
故
以
別
爲
恨
也
．
言
，

在
蜀
去
洛
，
如
此
之
遠
，

胡
人
亂
華
，
又
如
此
之
久
，

當
草
木
搖
落
之
時
，
行
於
劒
閣
之
外
，

遂
爲
兵
戈
阻
隔
而
老
於
錦
江
之
上
也
．

思
家
之
際
，
見
月
則
不
寐
而
立
，

憶
弟
之
際
，
見
雲
則
不
坐
而
眠
，

其
立
其
臥
，
反
晝
夜
之
常
，
所
以
見
其
恨
別
之
深
也
．

末
因
聞
李
光
弼
之
勝
而
望
其
奮
銳
摧
鋒
，
掃
穴
犁
庭
，

則
幽
燕
平
而
洛
城
可
歸
矣
．

『
杜
律
虞
註
』
は
こ
の
詩
を
杜
甫
が
官
職
を
捨
て
て
成
都
へ
戻
る
も
ま
だ
寄
る

邊
の
な
い
と
き
に
作
っ
た
も
の
と
し
、『
詩
集
傳
』
と
同
じ
く
詩
が
書
か
れ
た
具

體
的
な
時
間
と
空
間
、
そ
し
て
詩
人
の
状
況
を
ま
ず
示
し
た
。
續
い
て
詩
本
文
に

依
據
し
て
詩
人
の
立
場
・
状
況
と
當
時
の
社
會
的
現
實
（
第
一
―
二
句
）、
時
間



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

四
〇

と
歴
史
の
流
れ
の
前
に
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
無
氣
力
さ
（
第
二
―
四
句
）、

詩
人
の
目
に
映
る
情
景
と
そ
れ
に
よ
り
增
幅
す
る
詩
人
の
感
情
（
第
五
―
六
句
）、

問
題
解
決
へ
の
期
待
感（
第
七
―
八
句
）、と
い
っ
た
こ
と
を
敍
述
し
た
。
つ
ま
り
、

詩
句
を
追
っ
て
意
味
を
敷
衍
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
詩
想
の
流
れ
に
沿
っ
て
詩
人

の
心
理
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。

蜀
は
洛
陽
か
ら
斯
く
も
遠
く
離
れ
て
お
り
、
胡
人
の
亂
華
も
ま
た
同
じ
く
久
し

い
。
も
は
や
草
木
が
搖
落
す
る
今
時
に
劒
閣
郊
外
へ
至
る
も
、
我
は
戦
亂
に
妨
げ

ら
れ
て
錦
江
で
老
い
ゆ
く
身
と
な
っ
た
。
斯
く
し
て
深
き
恨
別
に
、
晝
夜
な
く
鄕

里
の
家
を
思
う
と
き
は
月
を
望
ん
で
眠
れ
ず
徘
徊
し
、
弟
を
追
憶
す
る
と
き
は
雲

を
望
み
見
て
は
、
立
っ
た
ま
ま
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
李
光
弼
の
勝
ち

戦
の
知
ら
せ
を
傳
え
聞
い
た
。
そ
の
勝
利
で
胡
人
が
掃
蕩
さ
れ
幽
燕
地
方
が
平
定

し
、
洛
陽
へ
戻
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
む
ば
か
り
な
の
だ
。

な
お
、
こ
れ
は
逆
の
過
程
も
成
立
す
る
。
つ
ま
り
、
詩
人
が
自
身
の
心
と
状
況

を
あ
り
の
ま
ま
適
切
に
表
現
す
る
た
め
に
こ
う
し
た
表
現
を
使
用
し
た
場
合
で
あ

る
。『
杜
律
虞
註
』
は
、
こ
の
よ
う
な
措
字
の
理
由
も
具
體
的
に
說
明
す
る
。
以

下
に
一
例
を
擧
げ
る
。

　
　

聞
官
軍
收
河
南
河
北

卽
從
巴
峽
穿
巫
峽
，
便
下
襄
陽
向
洛
陽
．

　

‘
卽
從
’
・
‘
便
下
’
四
字
，
見
其
歸
速
之
意
．

　
　

愁

江
草
日
日
喚
愁
生
，
巫
峽
冷
冷
非
世
情
．

今
江
上
之
草
，
日
長
而
公
未
可
歸
，
故
云
‘
喚
愁
生
’
．

　
　

寄
常
徵
君

白
水
靑
山
空
復
春
，
徵
君
晩
節
傍
風
塵

首
言
徵
君
，
本
在
白
水
靑
山
之
間
隱
居
，
而
今
年
老
，
乃
因
兵
戈
，
犇
走
在

外
，
故
云
‘
空
復
春
’
也
．

第
一
の
例
は
、
官
軍
が
河
南
と
河
北
を
修
復
し
た
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
い
て
一

刻
も
早
く
長
安
へ
戻
ろ
う
と
し
た
、
一
詩
人
の
心
が
「
即
從
」・「
便
下
」
の
四
字

に
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
讀
ま
れ
た
。
逆
に
、
詩
人
は
そ
う
し
た
自
身
の
心
を

こ
の
四
文
字
に
込
め
て
表
現
す
る
。
第
二
の
例
は
、
時
が
長
く
過
ぎ
る
ほ
ど
長
安

へ
戻
れ
ず
江
上
の
草
木
を
見
て
さ
え
も
鄕
愁
が
湧
き
起
こ
る
の
で
「
喚
愁
生
」
と

言
わ
れ
た
。
し
か
し
反
對
に
、
江
上
の
草
木
は
長
安
へ
長
ら
く
戻
れ
ぬ
詩
人
の
鄕

愁
を
呼
び
起
こ
す
媒
體
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
第
三
の
例
は
、
徵
君
が
白
水

靑
山
の
あ
い
だ
に
隱
居
し
た
が
も
は
や
年
老
い
た
の
に
兵
火
に
遭
っ
て
他
鄕
へ
避

難
し
た
こ
と
か
ら
「
空
復
春
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
も
逆
に
、
白
水
靑
山
に
再
び
訪

れ
た
春
は
、
年
老
い
た
上
に
兵
火
で
他
鄕
へ
避
難
し
て
い
る
詩
人
に
と
っ
て
た
だ

虛
し
く
や
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

上
で
言
及
し
た
よ
う
に
、『
杜
律
虞
註
』
は
、『
詩
集
傳
』
と
は
異
な
り
音
註
を

別
途
付
け
な
い
。『
詩
集
傳
』
は
難
讀
字
に
音
註
を
付
し
た
だ
け
で
な
く
、
上
古

音
復
元
の
た
め
音
註
に
吳

（
一
一
〇
〇
頃
〜
一
一
五
四
）
の
叶
韻
說
を
受
容
も

し
た
。
吳

の
叶
韻
說
は
、
淸
代
の
音
韻
學
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、

朱
熹
が
『
詩
集
傳
』
の
音
註
に
お
い
て
叶
韻
說
を
支
持
し
て
以
降
、
後
代
に
持
續
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的
に
影
響
を
與
え
た
。
特
に
朱
子
學
者
ら
の
間
で
は
こ
れ
が
上
古
音
の
體
系
と
し

て
尊
信
も
さ
れ
た（

8
）。

し
か
し
、『
杜
律
虞
註
』
は
詩
の
構
造
分
析
を
通
じ
た
詩
人

の
心
理
分
析
に
主
眼
を
置
く
た
め
、
音
韻
に
つ
い
て
は
別
途
、
註
を
つ
け
な
か
っ

た
ら
し
い
。

『
杜
律
虞
註
』
は
詩
の
構
成
と
構
造
の
樣
相
を
分
析
す
る
一
方
、
特
殊
な
句
法

や
用
法
に
つ
い
て
は
別
途
註
釋
を
付
さ
な
か
っ
た
。
幾
つ
か
の
例
を
擧
げ
る
と
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

曉
發
公
安

北
城
擊
柝
復
欲
罷
，
東
方
明
星
亦
不
遲
．

此
詩
起
聯
對
偶
而
次
聯
不
對
者
，
唐
人
謂
之
偸
春
體
．

　
　

堂
成

旁
人
錯
比
揚
雄
宅
，
懶
惰
無
心
作
解
嘲

  

末
以
楊
子
雲
自
比
，
用
其
事
而
反
其
辭
者
，
翻
案
法
也
．
翻
案
則
語
不
腐

而
意
新
，
凡
用
古
事
，
當
以
此
爲
法
，
可
謂
化
臭
腐
而
爲
新
奇
也
．

　
　

崔
評
事
弟
許
相
迎
不
到 

應
慮
老
夫
見
泥
雨
怯
出 

必
愆
佳
期 

走
筆

簡

江
閣
邀
賓
許
馬
迎
，
午
時
起
坐
自
天
明

第
二
句
，
言
自
天
明
起
坐
，
直
至
中
午
，
不
見
遣
馬
來
迎
，
倒
句
法
也
．

一
つ
め
の
例
は
、
起
聯
で
は
對
偶
し
頷
聯
で
は
對
偶
し
な
い
偸
春
體
、
二
つ
め

は
古
事
を
記
す
も
意
味
を
反
對
に
し
た
翻
案
法
、
語
句
を
倒
置
し
た
倒
句
法
に
つ

い
て
別
途
說
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、『
杜
律
虞
註
』
で
は
『
詩
集
傳
』
と
異
な
り
賦
比
興
の
詩
體
の
判
定
は

一
部
の
作
品
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
章
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

４
．『
杜
律
虞
註
』
の
興
說

『
杜
律
虞
註
』
は
、
一
部
の
作
品
に
限
り
賦
比
興
の
詩
體
を
判
定
し
た
。
こ
れ

は
『
詩
集
傳
』
の
賦
比
興
說
と
ど
の
よ
う
な
關
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、

興
說
を
中
心
に
『
杜
律
虞
註
』
の
詩
體
に
つ
い
て
の
說
を
檢
討
し
て
み
た
い
。

『
詩
集
傳
』
は
詩
篇
ご
と
の
註
釋
を
、
賦
比
興
の
詩
體
を
判
定
す
る
こ
と
に
始

ま
る
。
白
川
先
生
は
朱
熹
の
興
說
を
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る（

9
）。

1
．
託
興
の
意
を
下
句
で
說
破
し
て
い
る
も
の
は
興
體
で
あ
る
。

2
．
託
興
の
辭
は
多
く
實
事
實
景
、
詩
人
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
興
を
發

し
た
も
の
で
あ
り
、
架
空
的
に
あ
る
場
合
や
状
景
を
設
定
し
た
虛
設
の
句

は
、
全
く
比
況
の
た
め
の
も
で
あ
る
か
ら
比
で
あ
る
。

3
．
取
義
に
し
て
か
つ
上
下
形
式
の
對
應
す
る
も
の
は
興
で
あ
る
。

4
．
不
取
義
な
る
も
上
下
形
式
の
對
應
す
る
も
の
は
興
で
あ
る
。

1
と
2
に
つ
い
て
、「
關
雎
」
の
例
を
も
っ
て
言
え
ば
、「
彼
關
關
然
之
雎
鳩
，

則
相
與
和
鳴
於
河
洲
之
上
矣
，
此
窈
窕
之
淑
女
，
則
豈
非
君
子
之
善
匹
乎
? 

言

其
相
與
和
樂
而
恭
敬
，
亦
若
雎
鳩
之
情

而
有
別
也
．」
と
す
る
。
雎
鳩
の
「
情

而
有
別
」
と
い
う
習
性
に
よ
っ
て
「
和
樂
而
恭
敬
」
な
淑
女
が
惹
起
さ
れ
る
も

の
で
、
起
興
の
辭
は
も
は
や
主
題
と
關
連
が
な
い
。



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

四
二

朱
熹
は
興
を
論
じ
つ
つ
、
比
を
と
も
に
論
じ
た
場
合
が
多
い
が
、
興
と
比
に
は

說
破
と
不
說
破
の
區
別
が
あ
る
。
そ
し
て
、
興
體
に
お
け
る
起
興
の
辭
は
「
詩
之

興
，
全
無
巴
鼻
」（『
朱
子
語
類
』 

卷
八
十
）
と
す
る
よ
う
に
、
主
文
と
の
關
係
が

說
破
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
る
。「
關
雎
」
の
二
句
は
「
窈
窕
」
二
句

に
よ
っ
て
よ
う
や
く
起
興
の
關
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。「
麟
之
趾
」
も
ま
た

同
樣
で
あ
る
。「
螽
斯
」
は
比
況
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
、
實
事
を
說
破
す
る

こ
と
が
な
い
た
め
比
體
に
な
る
。
比
顯
興
隱
の
評
價
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
朱
熹
は
主
に
說
破
・
不
說
破
の
基
準
で
興
と
比
を
明
確
に
區
別
し
、
こ
れ

を
『
詩
經
』
全
體
に
適
用
し
た
。

3
と
4
に
つ
い
て
、
王
風
「
揚
之
水
」
の
例
を
擧
げ
る
と
、「
揚
之
水
，
不
流

束
薪
．
彼
其
之
子
，不
與
我
戍
申
．」
に
つ
い
て
朱
熹
は
、興
だ
と
判
定
し
つ
つ
「
興

取
之
不
二
字
，
如
小
星
之
例
．」
と
し
て
い
る
。
朱
熹
は
、
召
南
「
小
星
」
の
「

彼
小
星
，
三
五
在
東
．
肅
肅
宵
征
，
夙
夜
在
公
．
寔
命
不
同
．」
を
興
と
判
定
し
、

そ
の
理
由
を
「
因
所
見
以
起
興
，
其
於
義
無
所
取
，
特
取
在
東
在
公
兩
字
之
相
應

耳
．」
と
し
た
。
託
興
の
意
を
下
句
で
說
破
し
た
だ
け
で
な
く
、
不
取
義
、
上
下

形
式
の
對
應
と
す
る
一
格
も
ま
た
興
體
と
見
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
取
義
、
上

下
形
式
の
對
應
に
つ
い
て
も
變
わ
ら
な
い
。

以
上
の
興
說
は
、
以
下
の
よ
う
に
改
め
て
要
約
で
き
よ
う
。

1
．
前
辭
が
有
義
意
的
に
主
題
に
關
與
す
る
場
合　

こ
の
場
合
に
は
主
文
に

お
い
て
前
辭
の
比
喩
性
が
說
破
さ
れ
る
。

2
．
前
辭
が
無
義
意
的
に
主
題
を
誘
起
す
る
場
合　

こ
の
場
合
は
リ
ズ
ム
ㆍ

語
法
の
對
應
を
と
る
。

さ
ら
に
、
朱
熹
は
興
體
の
詩
に
つ
い
て
、
た
だ
興
で
あ
る
場
合
と
と
も
に
、「
興

而
比
」「
比
而
興
」「
賦
而
興
」「
賦
而
興
而
比
」「
賦
其
事
以
起
興
」
な
ど
を
擧
げ

る
。『

杜
律
虞
註
』
は
、『
詩
集
傳
』
を
模
倣
し
て
註
解
を
付
け
た
と
す
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
賦
比
興
の
詩
體
に
つ
い
て
の
說
も
『
詩
集
傳
』
の
說
に
よ
っ
た
も
の
な

の
だ
ろ
う
か
。
上
で
言
及
し
た
よ
う
に
、『
杜
律
虞
註
』
は
『
詩
集
傳
』
の
よ
う

に
全
て
の
作
品
に
對
し
て
詩
體
を
判
定
し
は
し
な
か
っ
た
。『
杜
律
虞
註
』は「
愁
」

「
暮
歸
」「
狂
夫
」「
野
老
」「
秋
興
八
首
」
の
う
ち
、
第
一
首
と
第
五
首
に
つ
い
て

は
「
興
」
と
し
、「
進
艇
」
に
つ
い
て
は
「
興
而
比
」
と
す
る
。

「
愁
」
は
、
杜
甫
が
晩
年
に
䕫
州
で
書
い
た
詩
で
、
沈
鬱
で
う
ら
寂
し
い
心
境

を
表
現
し
た
。『
杜
律
虞
註
』
は
こ
の
詩
が
興
體
に
該
當
す
る
と
判
斷
し
て
い
る
。

詩
を
以
下
に
擧
げ
よ
う
。

江
草
日
日
喚
愁
生　

　

江
草
は
日
ご
と
に
愁
心
を
呼
び
起
こ
し

巫
峽
冷
冷
非
世
情　

　

巫
峽
は
冷
冷
と
し
て
世
情
に
あ
ら
ず

盤
渦
鷺
浴
底
心
性　

　

盤
渦
に
白
鷺
が
沐
浴
せ
し
は
何
の
心
性
か 

獨
樹
花
發
自
分
明　

　

獨
樹
に
花
咲
き
自
ず
か
ら
明
ら
か
な
り

十
年
戎
馬
暗
南
國　

　

十
年
戎
馬
で
南
國
は
暗
鬱

異
域
賓
客
老
孤
城　

　

異
域
の
賓
客
は
孤
城
に
て
老
ゆ

渭
水
秦
山
得
見
否　

　

渭
水
と
秦
山
を
再
び
見
ら
れ
よ
う
か

人
今
罷
病
虎
縱
橫　

　

人
は
い
ま
罹
病
し
、
虎
は
縱
橫
す



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

四
三

律
詩
は
、
た
い
て
い
八
句
四
聯
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
頷
聯
と
頸
聯

は
必
ず
對
仗
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
、「
景
」
と
「
情
」
を
ど
う

組
織
す
る
か
と
い
う
の
が
全
體
の
詩
の
骨
格
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す（

10
）。

上
の

詩
は
、
頷
聯
で
は
景
物
〔
季
節
ご
と
の
景
色
や
そ
の
移
り
變
わ
り
〕
を
描
寫
し
、

頸
聯
で
は
情
思
を
敍
述
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
全
體
的
に
見
て
こ
の

詩
は
、
前
四
句
と
後
四
句
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
首
聯
と
頷
聯
で
は
景
物
を
描

寫
し
、
頸
聯
と
尾
聯
で
は
情
思
を
敍
述
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。

『
杜
律
虞
註
』 

も
詩
を
前
四
句
と
後
四
句
に
大
別
し
、註
釋
の
最
後
に
「
前
四
句
，

愁
之
端
，
興
也
．
後
四
句
，
愁
之
實
，
賦
也
．」
と
解
釋
し
た
。
す
な
わ
ち
、
前

の
四
句
は
愁
心
〔
鄕
愁
〕
を
呼
び
起
こ
し
た
端
緖
で
あ
る
た
め
興
だ
と
し
た
の
で

あ
る
。『
虞
註
』
は
こ
れ
を
再
び
敷
衍
し
て
「
草
喚
愁
生
，水
無
世
情
，
鷺
浴
花
開
，

自
適
其
意
，
此
四
者
，
皆
所
以
感
觸
公
之
愁
思
．」
と
し
て
い
る
。
杜
甫
自
身
は

十
年
あ
ま
り
の
長
い
戦
爭
で
故
鄕
へ
戻
れ
な
い
ま
ま
客
地
で
年
老
い
て
い
く
。
け

れ
ど
も
、
こ
れ
と
關
係
な
く
草
は
愁
心
を
呼
び
起
こ
し
、
川
の
水
は
世
の
人
情
が

な
く
、
白
鷺
は
水
に
遊
び
、
花
は
華
や
か
に
咲
き
亂
れ
て
自
ら
喜
び
を
享
受
す
る
。

こ
の
四
つ
を
見
て
杜
甫
は
ふ
と
愁
心
が
呼
び
覺
ま
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
で
、『
虞
註
』
が
「
前
四
句
は
愁
の
端
に
し
て
興
で
あ
り
、
後
四
句
は

愁
の
實
に
し
て
賦
で
あ
る
」
と
し
た
の
は
、
朱
熹
が
『
詩
集
傳
』
で
主
張
し
た
興

說
と
關
連
の
あ
る
も
の
と
見
る
。
上
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
朱
熹
は
託
興
の
意
を

下
句
で
說
破
し
て
い
る
も
の
を
興
體
と
し
、
託
興
の
辭
は
多
く
が
實
事
實
景
、
詩

人
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
興
を
發
し
た
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
比
況
す
る
と
こ

ろ
が
明
ら
か
で
、
實
事
の
說
破
が
無
け
れ
ば
比
體
だ
と
も
し
た
。
上
の
詩
も
や
は

り
前
四
句
の
草
・
水
・
鷺
・
花
な
ど
の
實
事
實
景
は
愁
心
を
比
喩
す
る
の
で
は
な

く
、
詩
人
の
愁
心
と
直
接
關
係
あ
る
も
の
で
も
な
い
。
た
だ
、
詩
人
は
こ
の
四
つ

を
見
て
、
ふ
と
「
愁
」
の
感
情
が
呼
び
起
こ
さ
れ
、
そ
の
「
愁
」
の
事
實
を
以
下

に
て
敍
述
し
た
。
す
な
わ
ち
前
四
句
と
主
文
た
る
後
四
句
の
關
係
が
說
破
に
よ
っ

て
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。『
虞
註
』
は
こ
の
よ
う
な
形
式
の
詩

を
「
興
」
と
判
定
し
た
の
だ
っ
た
。

「
暮
歸
」
も
ま
た
、
杜
甫
が
晩
年
に
䕫
州
で
作
っ
た
詩
で
あ
る
。
詩
は
以
下
の

と
お
り
。

霜
黃
碧
梧
白
鶴
棲　

　

霜
の
黄
色
い
碧
梧
桐
に
白
鶴
が
と
ど
ま
り

城
上
擊
折
復
烏
啼　

　

城
上
に
擊
折
す
る
も
ま
た
烏
啼
く

客
子
入
門
月
皎
皎　

　

客
子
が
門
に
入
り
月
の
光
は
皎
皎
と

誰
家
搗
練
風
凄
凄　

　

  

い
ず
こ
か
ら
か
聞
こ
え
く
る
き
ぬ
た
の
音
、
風
は
凄

凄
と

南
度
桂
水
闕
舟
楫　

　

南
へ
と
桂
水
越
え
ん
と
す
る
も
舟
楫
無
く

北
歸
秦
川
多
鼓

　
　

北
へ
と
秦
川
戻
ら
ん
に
鼓

多
し

年
過
半
百
不
稱
意　

　

 
 

齢よ
わ
い半

百
過
ぎ
る
ほ
ど
意
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
無
く

明
日
看
雲
還

藜　
　

明
日
に
雲
を
見
、
ま
た

藜
と
ら
ん

『
虞
註
』
に
よ
る
と
、
こ
の
詩
は
杜
甫
が
仕
事
に
行
っ
て
い
た
が
、
十
全
に
で

き
ず
、
夕
方
に
家
へ
戻
る
際
、
歸
路
で
の
景
觀
と
家
に
入
る
時
の
景
觀
を
見
て
起

興
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
詩
は
上
の
「
愁
」
と
同
じ
く
景
物
を
描
寫
し
た
前
四
句

と
情
思
を
敍
述
し
た
後
四
句
に
分
か
れ
る
。
冷
た
い
碧
梧
に
と
ど
ま
る
白
鶴
、
靜

寂
を
破
る
撃
折
の
音
と
凄
凉
と
し
た
烏
の
啼
き
聲
、
城
の
中
に
入
る
や
自
身
を
寂



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

四
四

し
く
照
ら
す
皎
皎
と
し
た
月
の
光
、
ど
こ
か
ら
か
聞
こ
え
て
く
る
き
ぬ
た
の
音
と

肌
寒
い
風
。こ
う
し
た
景
物
を
見
て
詩
人
は
ふ
と
う
ら
寂
し
い
感
情
に
襲
わ
れ
た
。

「
狂
夫
」
は
上
元
元
年
の
夏
、
成
都
の
草
堂
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

萬
里
橋
西
一
草
堂　

　

萬
里
橋
の
西
に
草
堂
ひ
と
つ

百
花
潭
水
卽
滄
浪　

　

百
花
潭
の
水
は
す
な
わ
ち
滄
浪
の
水

風
含
翠
篠
娟
娟
靜　

　

風
含
む
翠
篠
は
娟
娟
と
靜
け
き

雨
寰
紅

冉
冉
香　

　

雨
に
濕
る
紅

は
冉
冉
と
香
し
く

厚
祿
故
人
書
斷
絶　

　

厚
祿
の
故
人
に
書
信
が
途
絶
え

恒
飢
稚
子
色
凄
凉　

　

恒
に
ひ
も
じ
き
幼
な
子
は
顏
色
、
凄
凉

欲
塡
溝
壑
唯
疎
放　

　

溝
壑
に
塡
せ
ん
と
す
る
の
は
、
た
だ
に
疎
放

自
笑
狂
夫
老
更
狂　

　

狂
夫
が
老
い
て
、
よ
り
狂
い
、
自
ら
可
笑
し

『
虞
註
』
で
は
、
こ
の
詩
は
本
來
、
草
堂
に
よ
っ
て
起
興
し
詠
ま
れ
た
も
の
と

さ
れ
る
﹇
此
詩
，
本
因
草
堂
起
興
而
作
．﹈。
上
の
四
句
の
情
景
を
見
て
杜
甫
は
自

嘲
的
心
境
を
書
き
起
こ
し
た
。

「
野
老
」
も
、
杜
甫
が
成
都
の
草
堂
で
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

野
老
籬
前
江
岸
回　

　

野
老
の
垣
根
の
前
に
丘
陵
が
め
ぐ
り

柴
門
不
正
逐
江
開　

　

柴
門
は
斜
め
に
、
江
に
沿
っ
て
開
か
る

漁
人
網
集
澄
潭
下　

　

漁
人
は
澄
潭
で
網
を
し
ま
い

賈
客
船
隨
返
照
來　

　

賈
客
の
船
は
返
照
に
し
た
が
い
來
た
る

長
路
關
心
悲
劒
閣　

　

長
路
の
關
心
は
劒
閣
に
お
い
て
悲
し
く

片
雲
何
意
傍
琴
臺　

　

  

片
雲
の
ご
と
き
あ
り
さ
ま
に
ど
う
し
て
琴
臺
の
そ
ば

を
思
お
う
か

王
師
未
報
收
東
郡　

　

王
師
が
東
郡
を
取
り
戻
し
た
と
の
知
ら
せ
無
く

城
闕
秋
生
畵
角
哀　

　

城
闕
に
秋
の
訪
れ
、
畵
角
が
哀
れ
な
り

『
虞
註
』
は
こ
の
詩
も
ま
た
「
狂
夫
」
と
同
じ
く
草
堂
に
因
っ
て
起
興
し
、
時

節
の
悼
み
を
う
た
っ
た
も
の
と
す
る
﹇
此
詩
亦
以
草
堂
起
興
而
傷
時
也
．﹈。
草
堂

の
垣
根
と
柴
の
戸
、
川
の
漁
父
と
商
人
の
船
。
草
堂
か
ら
望
み
見
る
情
景
は
、
杜

甫
の
哀
し
き
心
を
ふ
い
に
呼
び
起
こ
し
た
の
だ
っ
た
。

「
秋
興
八
首
」
も
、
大
曆
元
年
に
䕫
州
で
詠
わ
れ
た
。
う
ち
、
第
一
首
は
以
下

の
と
お
り
。

巫
山
巫
峽
氣
蕭
森　

　

巫
山
巫
峽
、
氣
、
蕭
森

江
間
波
浪
兼
天
湧　

　

江
間
の
波
浪
は
天
を
兼
ね
て
湧
き

塞
上
風
雲
接
地
陰　

　

塞
上
の
風
雲
は
地
に
接
し
て
陰
る

叢
菊
兩
開
他
日
淚　

　

叢
菊
、
兩
た
び
開
く
、
他
日
の
淚

孤
舟
一
繫
故
園
心　

　

孤
舟　

一
え
に
繫
ぐ
、
故
園
の
心

寒
衣
處
處
催
刀
尺　

　

寒
衣
處
處　

刀
尺
を
催
し

白
帝
城
高
急
暮
砧　

　

白
帝
城
高
く
し
て
、
暮
砧
急
な
り

『
虞
註
』
で
は
、
こ
の
詩
が
峽
中
の
秋
景
を
目
に
し
、
起
興
し
て
作
っ
た
も
の

と
す
る
﹇
此
詩
，因
見
峽
中
之
秋
景
而
起
興
．﹈。
前
四
句
の
肌
寒
い
秋
の
風
景
は
、

後
四
句
の
寂
寞
と
し
た
心
境
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
、
前
四
句
は
寂
寞
と
し
た
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四
五

心
境
の
比
喩
で
は
な
い
。

『
虞
註
』
は
、「
進
艇
」
に
つ
い
て
「
興
而
比
」
と
判
定
す
る
。
朱
熹
の
い
う
「
興

而
比
」
と
は
、
上
四
句
興
體
，
下
四
句
比
の
體
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
一
章

の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
修
辭
を
並
列
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
興
ㆍ
比
の
二
者

が
關
係
的
に
現
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
い（

11
）。「

進
艇
」
は
以
下
の
と
お
り
。

南
京
久
客
耕
南
畝　

　

南
京
に
長
ら
く
客
と
し
て
南
畝
に
耕
し

北
望
傷
神
臥
北
窗　

　

北
側
を
望
め
ば
心
傷
み
北
窗
に
臥
す

晝
引
老
妻
乘
小
艇　

　

晝
に
老
妻
つ
れ
小
艇
に
乘
り

晴
看
稚
子
浴
淸
江　

　

晴
天
に
稚
子
ら 
淸
江
に
沐
浴
す
る
の
を
眺
む

俱
飛
蛺
蝶
元
相
逐　

　

と
も
に
飛
ぶ
蛺
蝶
は
元
來
互
い
に
從
い

帶
芙
蓉
本
自
雙　

　

並
び
立
つ
芙
蓉
は
も
と
よ
り
自
ず
か
ら
對
を
成
す

茗
飮
蔗
醬
攜
所
有　

　

茗
飮 

蔗
醬 

あ
る
が
ま
ま
に
持
ち
來
た
る
に

瓷

無
謝
玉
爲
缸　

　

瓷

が
玉 

酒
瓷
に
遜
色
な
か
ら
ん

こ
の
詩
は
、
杜
甫
が
蜀
の
地
方
に
て
農
業
を
營
み
ひ
っ
そ
り
住
ん
で
い
た
と
き

に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
頸
聯
に
つ
い
て
『
虞
註
』
は
、
互
い
に
追
い
合
う
蝶
や

並
ん
で
花
咲
く
蓮
華
は
杜
甫
が
船
で
見
た
も
の
と
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
實
は
夫

婦
が
船
に
二
人
で
乘
っ
て
い
る
の
を
比
喩
し
た
も
の
な
の
で
、「
興
而
比
」
だ
と

し
た
﹇
蝶
之
相
逐
，
蓮
之
竝
蒂
，
雖
若
指
進
艇
時
所
見
，
然
其
意
實
比
其
夫
婦
同

舟
，
所
謂
興
而
比
者
也
．﹈。『
虞
註
』
が
「
興
而
比
」
と
し
た
の
は
、
後
四
句
を

念
頭
に
置
い
て
言
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
虞
註
』
が
「
始
者
傷
神
，

今
則
可
以
怡
神
矣
．」
と
解
釋
し
た
よ
う
に
、
頸
聯
に
あ
る
團
欒
の
情
景
は
、
尾

聯
の
「
怡
神
」
を
說
破
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、『
詩
集
傳
』

の
「
興
而
比
」
の
場
合
と
同
じ
く
上
四
句
興
體
・
下
四
句
比
の
體
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

『
虞
註
』
で
、「
興
而
比
」
は
む
し
ろ
朱
熹
の
「
比
而
興
」
と
似
て
い
る
と
言
え

る
。
朱
熹
は
「
氓
」
篇
の
第
三
章
に
つ
い
て
「
比
而
興
」
と
判
定
し
た
こ
と
が
あ

る
。
下
四
句
は
上
四
句
に
よ
っ
て
說
破
さ
れ
る
た
め
、
上
四
句
は
興
と
な
る
。
と

こ
ろ
が
、
起
興
の
辭
で
あ
る
上
四
句
の
う
ち
上
二
句
は
比
體
で
あ
る
こ
と
か
ら
興

體
の
な
か
に
再
び
比
が
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。
朱
熹
は
こ
れ
を
「
比
而
興
」
と

定
義
し
た（

12
）。『

虞
註
』
で
は
、「
進
艇
」
の
頸
聯
が
尾
聯
の
「
怡
神
」
を
說
破
す

る
の
と
同
時
に
夫
婦
が
船
に
同
乘
し
て
い
る
の
を
比
喩
し
た
も
の
で
も
あ
る
た

め
、「
興
而
比
」
と
判
定
さ
れ
た
。「
氓
」
篇
の
例
の
よ
う
に
、
興
體
の
な
か
に
比

體
が
含
ま
れ
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、『
虞
註
』
の
「
興
而
比
」
は
朱
熹
の

い
う
「
比
而
興
」
に
近
い
と
、
言
え
そ
う
で
あ
る
。

５
．
朝
鮮
に
お
け
る
『
杜
律
虞
註
』
の
受
容

『
杜
律
虞
註
』
は
、
本
來
、
私
的
な
議
論
の
果
て
に
淸
州
で
初
め
て
覆
刻
さ
れ

た
け
れ
ど
も
、
簡
便
で
あ
る
點
と
杜
律
が
テ
ー
マ
別
に
分
類
さ
れ
て
い
て
律
詩
を

詠
む
際
の
參
考
に
良
い
と
い
う
理
由
か
ら
、士
大
夫
の
間
で
あ
ま
ね
く
好
ま
れ
た
。

明
宗
・
宣
祖
朝
の
李
滉
〔
李
退
渓
〕
は
こ
の
書
を
愛
讀
し
、
外
出
す
る
と
き
も
離

さ
な
か
っ
た
と
い
う
。「
杜
詩
四
萬
讀
」
で
有
名
な
李
安
訥
も
ま
た
、
こ
の
『
虞

註
杜
律
』
を
熱
心
に
讀
ん
だ（

13
）。

と
こ
ろ
が
、
朝
鮮
の
士
大
夫
の
あ
い
だ
で
杜
甫

の

州
期
の
詩
は
一
つ
の
論
爭
の
種
に
も
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

上
で
言
及
し
た
よ
う
に
、『
杜
律
虞
註
』
に
お
い
て
最
も
多
く
の
數
を
占
め
る



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

四
六

の
は
、
い
わ
ゆ
る
成
都
期
（
六
十
首
）
の
詩
と
、

州
期
（
六
十
四
首
）
の
詩
で

あ
る
。
杜
甫
の
詩
は
、
大
き
く
四
つ
の
時
期
に
區
分
で
き
る
。
一
生
に
わ
た
り
絶

え
間
な
く
顯
著
な
變
化
を
示
し
な
が
ら
、
不
斷
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

1
）
第
一
期
（
七
一
二
―
七
五
五
）：
三
十
代
か
ら
四
十
代
中
盤
の
、
長
安

に
と
ど
ま
っ
て
い
た
時
期
。

2
）
第
二
期
（
七
五
五
―
七
五
九
）：
四
十
四
歳
の
冬
、
安
祿
山
の
亂
で
家

族
と
流
浪
し
て
い
た
時
期
。
詩
人
は
む
し
ろ
内
面
の
憂
愁
を
詠
う
。

3
）
第
三
期
（
七
五
九
―
七
六
五
）：
泗
川
成
都
の
草
堂
に
住
ん
で
い
た
時
期
。

こ
の
時
期
の
詩
は
平
和
で
圓
熟
し
、
自
然
の
善
意
に
敏
感
。

4
）
第
四
期
（
七
六
五
―
七
七
〇
）：
揚
子
江
を
下
り

州
に
移
り
住
ん
だ

時
期
。
こ
の
時
期
、
杜
甫
の
詩
は
完
成
に
至
る
。

こ
の
う
ち
、
第
四
期
に
該
當
す
る

州
期
の
詩
は
悲
壮
な
風
景
の
な
か
で
最
後

の
完
成
に
至
り
、
憂
愁
は
自
身
の
み
の
憂
愁
と
し
て
で
は
な
く
、
人
類
の
憂
愁
と

し
て
詠
わ
れ
た
と
評
價
さ
れ
る（

14
）。

黃
庭
堅
は
「
與
王
觀
復
書
」
に
お
い
て
、
こ

の
時
期
の
杜
甫
の
古
律
詩
が
句
法
を
得
て
「
簡
易
而
大
巧
出
焉
，
平
淡
而
山
高
水

深
」
と
し
、「
文
章
成
就
，
更
無

鑿
痕
」
と
高
く
評
價
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
朱
熹
は
杜
甫
の

州
期
の
詩
に
つ
い
て
肯
定
的
な
評
價
を
下
さ
な

か
っ
た
。
杜
詩
に
つ
い
て
の
朱
熹
の
評
價
は
『
朱
子
語
類
』
卷
一
四
〇
に
、
次
の

よ
う
な
記
錄
が
見
ら
れ
る
。

・ 

古
詩
須
看
西
晉
以
前
，
如
樂
府
諸
作
皆
佳
．
杜
甫

州
以
前
詩
佳
，

州

以
後
自
出
規
模
，
不
可
學
．﹇
…
﹈（
德
明
）

・ 

杜
詩
初
年
甚
精
細
，
晚
年
橫
逆
不
可
當
，
只
意
到
處
便
押
一
箇
韻
．
如
自

秦
州
入
蜀
諸
詩
，
分
明
如
畫
，
乃
其
少
作
也
．﹇
…
﹈（
方
子 

佐
同
）

・ 

李
太
白
終
始
學
選
詩
，所
以
好
．
杜
子
美
詩
好
者
亦
多
是
效
選
詩
，漸
放
手
，

州
諸
詩
則
不
然
也
．（
雉
）

・ 

人
多
說
杜
子
美

州
詩
好
，
此
不
可
曉
．

州
詩
卻
說
得
鄭
重
煩
絮
，
不

如
他
中
前
有
一
節
詩
好
．﹇
…
﹈（
雉
）

・ 

杜
子
美
晚
年
詩
都
不
可
曉
．
呂
居
仁
嘗
言
，
詩
字
字
要
響
．
其
晚
年
詩
都

啞
了
，
不
知
是
如
何
，
以
為
好
否
?

要
す
る
に
朱
熹
は
、

州
以
後
の
詩
は
規
模
の
大
き
さ
を
持
ち
得
な
か
っ
た
た

め
、
倣
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
と
酷
評
し
た
の
で
あ
る
。
朱
熹
は
、

州
期
の

詩
が
『
文
選
』
に
收
錄
さ
れ
た
西
晉
以
前
の
古
詩
の
持
つ
詩
體
を
守
ら
ず
に
い
る

事
實
を
指
摘
し
た
の
だ
っ
た（

15
）。

杜
甫
の
詩
で
良
い
も
の
は
『
文
選
』
の
詩
に
範

を
取
っ
た
も
の
で
あ
り
、
晩
年
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
自
ら
規
模
を
持
た
せ
た
が
、

州
以
後
の
詩
で
は
そ
う
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

『
杜
律
虞
註
』
の
愛
讀
者
、
退
溪
・
李
滉
（
一
五
〇
一
―
一
五
七
〇
）
は
、
こ

の
よ
う
な
朱
熹
の
論
評
に
疑
問
を
持
ち
、
杜
甫
晩
年
の
詩
に
つ
い
て
評
價
を
保
留

し
た
。
そ
の
事
實
は
、
退
渓
が
六
十
歳
と
な
っ
た
一
五
六
一
年
に
弟
子
の
鄭
惟
一

（
一
五
三
三
―
一
五
七
六
）
へ
書
い
た
「
答
鄭
子
中
（
惟
一
）
講
目
」
に
よ
く
表

れ
て
い
る（

16
）。

朱
子
論
詩
，
取
西
晉
以
前
，
論
杜
詩
，
取

州
以
前
．
自
今
觀
之
，
江
左
諸
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四
七

人
詩
，
固
不
如
西
晉
以
前
，

州
以
後
詩
，
亦
太
橫
肆
郞
當
，
大

則
然
矣
．

然
如
建
安
諸
子
詩
，
好
者
極
好
，
而
不
好
者
亦
多
．
子
美
晩
年
詩
，
橫
者
太

橫
，
亦
間
有
整
帖
平
穩
者
，
而
朱
子
云
然
，
此
等
處
吾
輩
見
未
到
，
不
可
以

臆
斷
，
且
守
見
定
言
語
，
俟
吾
義
理
熟
眼
目
高
，
然
後
徐
議
之
耳
．

李
退
溪
は
、
子
美
の
晩
年
に
あ
た
る

州
期
の
詩
の
弛
緩
は
確
か
に
ひ
ど
い
も

の
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
時
に
整
然
か
つ
平
穩
な
も
の
も
あ
る
、
し
か
し
な
が
ら

朱
子
が
こ
う
評
價
し
た
以
上
、
性
急
に
憶
測
を
す
る
よ
り
は
見
る
目
を
十
分
に

養
っ
た
後
に
じ
っ
く
り
と
論
じ
る
の
が
良
か
ろ
う
と
し
て
、
判
斷
を
保
留
し
た
の

で
あ
る
。

朝
鮮
後
期
の
西
浦
・
金
萬
重
（
一
六
三
七
―
一
六
九
二
）
は
、『
西
浦
漫
筆
』

で
杜
詩
に
つ
い
て
相
應
の
評
價
を
提
示
し
て
い
る（

17
）。

﹇
…
﹈ 

詩
道
至
少
陵
而
大
成
，
古
今
推
以
爲
大
家
，
無
異
論
，
李
固
不
得
與
也
．

然
物
到
極
盛
，
便
有
衰
意
．
邵
子
曰
：
〝
看
花
須
看
未
開
時
〞
．
李
如
花
之

始
開
，
杜
如
盡
開
．

後
則
不
無
離
披
意
．（
第
九
十
七
則
）

﹇
…
﹈ 

竊
謂
自
古
文
章
大
家
，只
有
四
人
．
司
馬
遷
ㆍ
韓
愈
之
文
，屈
平
之
賦
，

杜
甫
之
詩
，
是
也
．
皆
是
具
四
時
之
氣
焉
．
不
然
，
不
足
爲
大
家
．『
史
記
』

之
「
酷
吏
ㆍ
平
準
」，
昌
黎
之
誌
銘
，『
楚
辭
』
之
「
九
章
ㆍ
天
問
」，
子
美

之

後
，
皆
秋
冬
之
霜
雪
，
謂
之
不
佳
，
則
固
不
可
，
謂
之
反
勝
於
「
范
ㆍ

蔡
」
·
「
荊
·
聶
」
ㆍ
五
原
ㆍ
序
書
ㆍ
「
離
騷
」
ㆍ
「
九
歌
」
ㆍ
「
出
塞
」

ㆍ
吏
ㆍ
別
ㆍ
入
蜀
諸
詩
者
，
吾
不
信
也
．（
第
一
四
〇
則
）

金
萬
重
は
、
杜
甫
の

州
期
以
降
の
詩
が
全
て
秋
霜
と
冬
雪
の
氣
運
を
持
つ
の

で
良
く
な
い
と
す
る
の
は
正
し
く
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
が
『
史
記
』
の
「
范
睢

蔡
澤
列
傳
」「
刺
客
列
傳
」、
韓
愈
の
五
原
と
多
く
の
序
・
書
、
屈
原
の
「
離
騷
」

と
「
九
歌
」、
杜
甫
の
「
出
塞
」
と
三
別
・
三
吏
、
お
よ
び
入
蜀
以
後
の
多
く
の

詩
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
と
し
た
。
金
萬
重

は
李
白
と
杜
甫
を
比
較
し
、
李
白
の
詩
は
花
が
咲
き
始
め
た
ば
か
り
の
と
き
の
よ

う
で
あ
り
、
杜
甫
の
詩
は
大
き
く
開
い
て
咲
い
た
花
の
よ
う
だ
と
評
價
す
る
も
、

州
以
後
の
詩
は
花
の
散
る
意
が
無
く
も
な
い
と
評
し
た
。
要
す
る
に
、
朱
熹
の

よ
う
に
酷
評
し
な
か
っ
た
と
は
い
え
、

州
以
後
の
詩
は
哀
傷
と
衰
落
の
意
が
甚

だ
し
い
の
で

州
以
前
の
詩
に
及
ば
な
い
と
評
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、
朝
鮮
時
代
の
士
大
夫
た
ち
が

州
時
期
の
詩
に
お

こ
な
っ
た
評
價
は
、
大
體
が
否
定
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

州
期
の
詩
に
對
す
る

朱
熹
の
否
定
的
な
評
價
の
影
響
ら
し
い
。
で
あ
る
の
に
、

州
期
の
詩
を
最
も
多

く
收
め
る
『
杜
律
虞
註
』
が
朝
鮮
時
代
後
期
ま
で
士
大
夫
の
間
で
あ
ま
ね
く
好
ま

れ
た
の
は
、
多
く
の
序
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
、『
虞
註
杜
律
』
が

杜
詩
の
精
神
を
「
忠
君
愛
國
之
心
」「
忠
君
愛
親
之
情
」
に
た
ず
ね
て
い
る
と
い

う
點
、
そ
し
て
律
詩
を
制
作
す
る
際
の
參
考
と
し
て
便
利
で
あ
っ
た
點
の
お
か
げ

で
あ
る
。

　
　

胡
濙
「
杜
律
虞
註
序
」

惟
杜
少
陵
，
博
極
群
書
，
馳
騁
古
今
，
當
天
寶
搶
攘
之
際
，
凡
跋
履
山
川
，

與
忠
君
愛
國
之
心
，
皆
見
於
詩
，
從
容
於
法
度
之
中
，
稱
雄
于
百
世
之
下
，



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

四
八

邈
乎
不
可
及
已
．

　
　

林
靖
「
書
杜
律
虞
註
序
後
」

且
是
詩
五
十
六
字
，
含
蓄
萬
意
，
表
其
忠
君
愛
親
之
情
，
溢
於
意
外
．

朝
鮮
後
期
に
は
『
杜
律
虞
註
』
の
杜
詩
解
釋
の
方
法
へ
の
批
判
が
現
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
姜
樸
（
一
六
九
〇
―
一
七
四
二
）
は
次
の
と
お
り
『
杜

律
虞
註
』
を
始
め
と
し
た
諸
家
の
註
釋
の
批
判
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。

世
或
言
虞
註
便
覽
，
而
余
見
之
，
亡
論
尋
得
出
處
來
多
錯
，
卽
其
用
己
意
註

解
處
，
牽
强
穿
鑿
，
瑣
屑
支
離
，
愈
釋
而
愈
晦
，
愈
詳
而
愈
亂
，
徒
見
其
勞

且
妄
矣
．
而
後
生
晩
輩
，
不
甚
究
察
，
但
喜
其
逐
句
分
析
，
無
所
遺
闕
，
而

謂
爲
詳
要
，
酷
信
獨
守
，
則
其
爲
詩
學
之
害
，
豈
少
哉
? 
且
不
待
伯
生
然
也
．

詩
家
自
古
無
善
註（

18
）．﹇

…
﹈ 

多
く
の
者
が
參
考
と
す
る
の
に
便
利
だ
と
い
う
理
由
で
『
虞
註
』
を
愛
讀
す
る

け
れ
ど
も
、『
虞
註
』
は
出
所
に
間
違
い
が
多
く
、憶
測
で
詮
索
し
た
箇
所
も
多
い
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
深
く
考
察
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
『
虞
註
』
の
逐

句
を
し
て
漏
れ
な
く
分
析
し
た
點
だ
け
を
好
ん
で
そ
の
說
を
固
守
す
る
の
は
詩
學

に
害
と
な
る
こ
と
少
な
か
ら
ず
と
し
た
。

し
か
し
、『
杜
律
虞
註
』
は
朝
鮮
後
期
に
至
る
ま
で
士
大
夫
の
杜
詩
註
解
書
と

し
て
參
考
と
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
國
家
の
詩
風
の
醇
化
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ

る
ま
で
に
な
っ
た
。

正
祖
（
在
位
一
七
七
七
〜
一
八
〇
〇
）
は
、
社
會
政
治
上
の
安
定
を
回
復
し
て

文
治
で
昇
平
の
氣
運
を
確
保
す
る
や
、
朝
鮮
後
期
に
現
れ
た
新
た
な
詩
風
を
「

殺
之
體
」
と
規
定
し
、
杜
甫
と
陸
游
の
律
詩
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
詩
風
の
醇
化

を
圖
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
七
九
八
年
（
正
祖
二
十
二
）
の
七
月
に
は
『
杜
律
分

韻
』
五
卷
（
生
生
字
本
と
整
理
字
本
）
と
『
陸
律
分
韻
』
三
十
九
卷
を
、
翌

一
七
九
九
年
（
正
祖
二
十
三
）
の
十
二
月
に
は
『
杜
陸
千
選
』
八
卷
（
丁
酉
字
本
）

を
内
賜
し
た（

19
）。

正
祖
は
「
羣
書
標
記
」
で
『
杜
陸
千
選
』
に
つ
い
て
以
下
の
よ

う
に
論
じ
て
い
る
。

夫
子
又
嘗
曰
：
光
明
正
大
，
疏
暢
洞
達
，
磊
磊
落
落
，
無
纖
芥
之
可
疑
者
，

於
唐
得
工
部
杜
先
生
．
夫
子
亞
聖
也
，
於
人
物
臧
否
，
一
言
重
於
九
鼎
，
而

其
稱
道
杜
工
部
乃
如
此
者
，
豈
非
讀
其
詩
而
知
其
人
也
歟
? 

如
陸
務
觀
，

與
夫
子
同
時
，
而
夫
子
尙
許
之
以
和
平
粹
美
，
有
中
原
昇
平
氣
象
，
則
當
今

之
時
，
等
古
之
世
，
敎
其
民
而
化
其
俗
，
捨
杜
陸
奚
以
哉
? 

﹇
…
﹈ 

予
時
讀

春
秋
左
氏
傳
，
起
感
於
山
榛
隰
苓
之
什
，
歷
選
三
百
篇
以
後
，
能
得
三
百
篇

之
大
旨
者
，
惟
杜
陸
其
庶
幾
乎
! （

20
） 

正
祖
は
、
杜
甫
に
つ
い
て
朱
熹
の
人
物
評
を
引
用
し
て
今
日
、
民
衆
を
敎
化
し

風
俗
を
變
え
さ
せ
ら
れ
る
方
法
と
し
て
杜
甫
の
詩
に
言
及
す
る
。
そ
れ
に
、
杜
甫

の
詩
に
對
し
て
『
詩
經
』
の
大
旨
を
得
て
安
祿
山
の
亂
で
流
浪
す
る
あ
い
だ
に
も

忠
君
愛
國
の
誠
が
「
秋
興
」
の
多
く
の
篇
に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
と
も
評
價
し
て

い
る（

21
）。

こ
の
「
忠
君
愛
國
の
誠
」
は
『
虞
註
杜
律
』
の
多
く
の
序
文
で
杜
詩
の
テ
ー

マ
と
し
て
示
さ
れ
た
「
忠
君
愛
國
之
心
」「
忠
君
愛
親
之
情
」
の
確
認
に
他
な
ら



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

四
九

な
い
。

テ
ー
マ
だ
け
で
は
な
い
。『
杜
陸
千
選
』
は
そ
の
内
容
の
一
部
を
『
杜
律
虞
註
』

か
ら
取
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、『
杜
陸
千
選
』
は
杜
律
の
五
言
・
七
言
の

五
〇
〇
首
と
陸
律
の
五
言
・
七
言
の
五
〇
〇
首
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
杜
律
の

七
言
は
『
杜
律
虞
註
』
か
ら
詩
を
選
別
し
て
い
る
。『
杜
律
虞
註
』
の
範
圍
を
超

え
る
詩
が
無
く
詩
の
配
列
順
序
も
ま
た
『
杜
律
虞
註
』
が
則
っ
て
い
る
『
集
千
家

註
分
類
杜
工
部
詩
』の
順
序
に
そ
の
ま
ま
從
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。「
堂
成
」（
上

元
元
年
三
月
）
と
「
卜
居
」（
上
元
元
年
）、「
野
老
」（
上
元
元
年
初
秋
）
と
「
江
村
」

（
上
元
元
年
夏
）、「
卽
事
」（
大
曆
二
年
暮
春
）
と
「
暮
春
」（
大
曆
元
年
初
遷
䕫

州
時
）
は
『
杜
律
虞
註
』
と
編
次
が
替
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
杜
律
虞
註
』

の
よ
う
に
『
集
千
家
註
』
の
編
次
の
と
お
り
に
は
せ
ず
、
黃
鶴
註
に
依
據
し
て
順

序
を
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
杜
律
五
言
の
底
本
は
知
る
す
べ
が
な
い
。

終
わ
り
に

以
上
に
て
『
杜
律
虞
註
』
が
杜
詩
の
註
解
書
と
し
て
備
え
る
特
徴
に
つ
い
て
簡

單
に
論
じ
た
。

『
杜
律
虞
註
』
は
二
卷
一
册
の
構
成
で
、
杜
甫
の
七
言
律
詩
を
「
分
類
」
式
に

編
成
す
る
。
分
類
は
徐
居
仁
の
編
次
、
黃
鶴
補
註
『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩
』

の
分
門
に
從
う
。『
杜
律
虞
註
』
は
『
集
千
家
註
分
類
杜
工
部
詩
』
か
ら
七
言
律

詩
の
一
部
を
選
別
し
、
こ
れ
に
新
た
に
註
解
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

『
杜
律
虞
註
』
の
註
解
方
法
は
、
朱
熹
『
詩
集
傳
』
の
例
に
範
を
取
っ
て
圈
内

註
と
圈
外
註
に
分
け
て
註
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
音
註
は
別
途
付
さ
れ
ず
、
賦
比

興
の
詩
體
の
判
定
は
一
部
の
作
品
に
限
定
さ
れ
る
。『
杜
律
虞
註
』
圈
外
註
の
最

大
の
特
徴
は
單
に
意
味
を
疏
通
し
傳
え
る
に
留
ま
ら
ず
、
詩
人
の
言
葉
を
通
じ
て

そ
の
心
を
讀
み
解
こ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

『
杜
律
虞
註
』
の
興
說
は
、
朱
熹
の
興
說
と
關
連
の
あ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

朱
熹
は
託
興
の
意
を
下
句
で
說
破
し
て
い
る
も
の
を
興
體
と
し
た
。
託
興
の
辭
は

多
く
實
事
實
景
で
あ
り
、
詩
人
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
興
を
發
し
た
も
の
と
す

る
。
ま
た
、
比
況
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
、
實
事
の
說
破
が
無
け
れ
ば
比
體
だ

と
す
る
。『
杜
律
虞
註
』
も
ま
た
前
四
句
と
主
文
で
あ
る
後
四
句
の
關
係
が
說
破

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
こ
と
に
對
し
、
興
だ
と
判
定
し
た
。『
虞
註
』

の
「
興
而
比
」
は
朱
熹
の
「
比
而
興
」
と
類
似
で
あ
る
。

朝
鮮
の
士
大
夫
た
ち
の
あ
い
だ
で
杜
甫
の

州
期
の
詩
が
論
爭
の
種
の
一
つ
と

な
っ
て
お
り
、
一
部
の
例
を
除
い
て

州
期
の
詩
へ
の
評
價
は
お
お
む
ね
否
定
的

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

州
期
の
詩
に
對
す
る
朱
熹
の
否
定
的
評
價
と
關
連
が
深

い
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、

州
期
の
詩
を
最
も
多
く
收
錄
す
る
『
杜
律
虞
註
』
が

朝
鮮
後
期
ま
で
士
大
夫
の
あ
い
だ
で
あ
ま
ね
く
好
ま
れ
て
い
た
の
は
、
多
く
の
序

文
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
『
虞
註
杜
律
』
が
杜
詩
の
精
神
を
「
忠
君
愛
國
之

心
」「
忠
君
愛
親
之
情
」
に
た
ず
ね
て
い
る
と
い
う
點
と
、
律
詩
を
作
る
參
考
と

し
て
良
い
と
い
う
點
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
正
祖
は
『
杜
陸
千
選
』
の
解
題
で
、

杜
甫
の
詩
に
つ
い
て
、『
詩
經
』
の
大
旨
を
得
て
お
り
、忠
君
愛
國
の
誠
が
「
秋
興
」

の
多
く
の
篇
に
み
な
ぎ
っ
て
い
る
と
評
價
す
る
。
こ
の
、
忠
君
愛
國
の
誠
は
『
虞

註
杜
律
』
の
多
く
の
序
文
で
杜
詩
の
テ
ー
マ
と
し
て
提
示
し
た
「
忠
君
愛
國
之
心
」

「
忠
君
愛
親
之
情
」
の
確
認
に
他
な
ら
な
い
。『
杜
陸
千
選
』
の
杜
律
七
言
も
ま
た
、

『
杜
律
虞
註
』
か
ら
詩
を
選
別
し
た
も
の
で
あ
る
。



白
川
先
生
の
「
興
」
研
究
と
『
杜
律
虞
註
』
の
「
興
」
說
に
つ
い
て

五
〇

注（
1
）
沈
慶
昊
『
朝
鮮
時
代 

漢
文
學
과 

詩
經
論
』，
一
志
社
，
一
九
九
九
，pp342-343.

（
2
）
成
文
濬
「
書
杜
律
虞
註
後
」，『
滄
浪
先
生
文
集
』 

卷
四
、
雜
著
。「
余
於
前
歲
之
夏
，

得
此
本
於
逆
旅
主
人
，
其
說
甚
新
，
昔
所
未
覩
，
雖
未
必
盡
得
作
者
之
意
，
而
時
有
說

得
痛
快
處
，
以
爲
讀
杜
者
之
不
可
不
知
也
．
因
錄
一
本
，
以

兒
曹
．
旣
又
聞
人
有
新

刋
唐
本
虞
註
，
因
借
而
觀
之
則
卷
末
有
跋
，
舊
本
所
無
，
乃
嘉
靖
年
間
太
原
守
濟
南
黃

臣
與
山
西
監
察
御
使
浮
山
穆
相
重
刋
此
書
，
而
黃
又
自
爲
之
跋
者
也
．
其
畧
云
：
‘
予

讀
「
麓
堂
詩
話
」，
西
涯
論
虞
註
必
非
伯
生
之
作
，
後
遊
都
下
，
偶
獲
刻
本
名
「
杜
工

部
律
詩
演
義
」，
實
與
虞
註
同
．
而
序
稱
元
季
京
口
進
士
張
性
伯
成
者
，
博
學
早
亡
，

鄕
人
悼
之
，
得
此
遺
稿
，
因
相
與
合
力
刋
行
．
余
得
之
喜
甚
，
欲
以
其
書
吿
西
涯
，
會

其
卒
而
不
果
云
．
’ ﹇
…
﹈」

（
3
）
李
義
康
「
朝
鮮
時
代 

流
行 
杜
詩
集 『
杜
律
虞
註
』
의 

文
獻
學
的 

硏
究
」、『
韓
國
漢

文
學
硏
究
』 

第
二
十
八
輯
、
韓
國
漢
文
學
會
、
二
〇
〇
一
。

（
4
）
沈
慶
昊
『
朝
鮮
時
代 

漢
文
學
과 
詩
經
論
』，
一
志
社
，
一
九
九
九
，p343.

（
5
）
詩
自
雅
頌
以
後
，
正
音

微
，
至
唐
有
三
百
篇
之
遺
韻
，
而
獨
杜
子
美
集
大
成
焉
，

故
古
今
宗
之
．
然
全
集
浩
穰
，
未
易
遍
覽
，
觀
者
病
之
．
元
邵
菴
先
生
虞
集
，
采
子
美

集
中
律
詩
若
干
首
，
就
加
註
解
，
釐
爲
幾
卷
，
刋
行
於
中
朝
久
矣
．
一
日
，
坡
平
尹
君

師
夏
訪
余
，
曰
，
〝
昔
余
爲
忠
淸
都
事
，
綾
城
具
相
國
致

，
授
余
以
杜
律
虞
註
，
且

請
鋟
梓
，
余
白
監
司
安
公
哲
孫
，
囑
于
淸
州
牧
使
權
君
至
，
功
未
就
，
而
安
公
見
代
，

金
監
司
良

繼
至
，
則
工
垂
訖
，
而
余
又
秩
滿
而
還
，
日
者
，
權
牧
使
以
書
來
告
斷
手
，

且
求
記
其
始
末
．
余
非
能
言
詩
者
也
．
惟
吾
子
是
托
〞
．
余
曰
，
律
詩
難
於
古
詩
，
故

觀
人
之
詩
者
，
觀
乎
律
詩
，
足
以
知
規
模
氣
格
矣
．
何
必
經
年
勤
苦
，
僅
一
遍
閱
，
然

後
爲
得
哉
? 

今
是
集
也
，
卷
帙
甚
簡
，
而
子
美
氣
律
，
擧
不
出
於
此
，
眞
學
詩
者
之

指
南
也
．
雖
然
向
微
相
國
與
方
伯
諸
君
，
相
與
勉
成
，
則
無
以
廣
其
傳
矣
．
其
有
功
於

詩
道
而
嘉
惠
後
學
者
，
豈
淺
淺
哉
? 

是
爲
跋
．
時
成
化
紀
元
之
七
年
辛
卯
孟
秋
日
，

通
訓
大
夫 

藝
文
館
直
提
學 

知
製
敎 

兼
經

侍
講
官 

春
秋
館
編
修
官 

承
文
院
參
校 
上

洛 

金
紐 

書
．

（
6
）『
端
宗
實
錄
』 

卷
十
四
，
端
宗
三
年
五
月
十
四
日
．「
議
政
府
據
禮
曹
呈
啓
：
淸
州
幼

學
李
經
邦
，
孝
養
二
親
，
出
告
反
面
，
如
得
異
味
必
獻
，
少
有
疾
病
，
至
誠
奉
藥
．
及

父
歿
，
躬
自
負
薪
汲
水
，
以
供
朝
夕
之
奠
，
隣
里
感
動
，
爭
相
助
奠
．
又
其
母
死
，
一

如
喪
父
，
喪
畢
後
仍
居
墓
側
，
出
告
反
面
，
無
異
生
時 ﹇
…
﹈ 

請
竝
隨
才
敍
用
．」

（
7
）
雖
然
杜
律
不
下
數
百
篇
，天
文
ㆍ
地
理
ㆍ
時
序
ㆍ
禽
蟲
ㆍ
舟
梁
ㆍ
臺
榭
ㆍ
草
木
之
類
，

靡
所
不
該
．
然
虞
太
叟 

獨
註
「
恨
別
」
一
首
爲
始
者
，
何
哉
? 

且
是
詩
五
十
六
字
，

含
蓄
萬
意
，
表
其
忠
君
愛
親
之
情
，
溢
於
意
外
．

（
8
）
齋
藤
希
史
「「
讀
詩
之
法
」
―
朱
熹
に
お
け
る
古
典
の
内
在
化
」，『
古
典
學
の
現
在
』

Ⅱ
，
文
部
科
學
省
科
學
研
究
費
特
定
領
域
研
究
「
古
典
學
の
再
構
築
」
總
括
班
，

二
〇
〇
一
，pp.100~

102.

（
9
）
以
下
、
朱
熹
の
興
說
に
つ
い
て
は
、
白
川
靜
『
興
の
研
究
』，『
白
川
靜
著
作
集
』 

九
，

平
凡
社
，
二
〇
〇
〇
．
を
參
照
。

（
10
）
沈
慶
昊
『
漢
詩
의 

世
界
』，
文
學
동
네
，
二
〇
〇
六
，pp.55-56.

（
11
）
白
川
靜
『
興
の
研
究
』，『
白
川
靜
著
作
集
』
九
，
平
凡
社
，
二
〇
〇
〇
，pp.256-

257.

（
12
）
白
川
靜
『
興
の
研
究
』，『
白
川
靜
著
作
集
』
九
，
平
凡
社
，
二
〇
〇
〇
，pp.256-

257.

（
13
）
沈
慶
昊
『
朝
鮮
時
代 

漢
文
學
과 

詩
經
論
』，
一
志
社
，
一
九
九
九
，p.349.

（
14
）
吉
川
幸
次
郎
「
杜
甫
私
記
」，『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
十
二
，
筑
摩
書
房
，

一
九
七
三
，pp.4-5.

（
15
）
元
鍾
禮
「
杜
甫
・
蘇
軾
・
朱
熹
詩
論
에 

대
한 

比
較
硏
究
」，『
誠
心
女
子
大
學
論
文
集
』 

第
十
七
輯
，
一
九
八
五
．

（
16
）
李
滉
「
答
鄭
子
中
講
目
」，『
退
溪
先
生
文
集
』
卷
之
二
十
五 

書
．

（
17
）
金
萬
重
原
著
，
沈
慶
昊
譯
註
『
西
浦
漫
筆
』，
文
學
동
네
，
二
〇
一
〇
．

（
18
）
姜
樸
「
書
虞
集
杜
律
註
後
」，『
菊
圃
先
生
集
』
卷
之
十
一 

跋
．

（
19
）
沈
慶
昊
『
朝
鮮
時
代 

漢
文
學
과 

詩
經
論
』，
一
志
社
，
一
九
九
九
，pp.348-349.

（
20
）
正
祖
「
杜
陸
千
選
八
卷
」，『
弘
齋
全
書
』
卷
百
八
十
二 

羣
書
標
記
四
○
御
定
﹇
四
﹈．

（
21
）
跋
履
山
川
之
間
，
從
容
憲
度
之
中
，
忠
君
愛
國
之
誠
，
油
然
湧
發
於
秋
興
諸
作
，
而

不
待
夫
子
之
筆
，
能
帝
蜀
而
寇
魏
，
則
杜
子
也
．

○
參
考
文
獻

『
杜
律
虞
註
』
嘉
泉
博
物
館
藏 

淸
州
覆
刻
本
; 

國
立
中
央
圖
書
館
所
藏
本
（
일
산
古

3717-63

）

『
端
宗
實
錄
』

姜
樸
『
菊
圃
先
生
集
』，
韓
國
文
集
叢
刋 

續
七
十
，
韓
國
古
典
飜
譯
院
，
二
〇
〇
八
．

成
文
濬
『
滄
浪
先
生
文
集
』，
韓
國
文
集
叢
刋
六
十
四
，
韓
國
古
典
飜
譯
院
，
一
九
八
八
．

李
滉
『
退
溪
先
生
文
集
』，
韓
國
文
集
叢
刋 

三
十
―
三
十
一
，
韓
國
古
典
飜
譯
院
，

一
九
八
八
．

正
祖
『
弘
齋
全
書
』，
韓
國
文
集
叢
刋 

二
六
二
―
二
六
七
，
韓
國
古
典
飜
譯
院
，

二
〇
〇
一
．

金
萬
重
原
著
，
沈
慶
昊
譯
註
，『
西
浦
漫
筆
』，
文
學
동
네
，
二
〇
一
〇
．

白
川
靜
『
興
の
研
究
』，『
白
川
靜
著
作
集
』
九
，
平
凡
社
，
二
〇
〇
〇
．

沈
慶
昊
『
朝
鮮
時
代 

漢
文
學
과 

詩
經
論
』，
一
志
社
，
一
九
九
九
，pp.342-343.

沈
慶
昊
『
漢
詩
의 
世
界
』，
文
學
동
네
，
二
〇
〇
六
．



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
號

五
一

元
鍾
禮
「
杜
甫
・
蘇
軾
・
朱
熹
詩
論
에 

대
한 

比
較
硏
究
」，『
誠
心
女
子
大
學
論
文
集
』 

第
十
七
輯
，
一
九
八
五
．

李
義
康
「
朝
鮮
時
代 

流
行 

杜
詩
集 『
杜
律
虞
註
』
의 

文
獻
學
的 

硏
究
」，『
韓
國
漢
文
學

硏
究
』
第
二
十
八
輯
，
韓
國
漢
文
學
會
，
二
〇
〇
一
．

齋
藤
希
史
「「
讀
詩
之
法
」
―
朱
熹
に
お
け
る
古
典
の
內
在
化
」，『
古
典
學
の
現
在
』
Ⅱ
，

文
部
科
學
省
科
學
硏
究
費
特
定
領

域
硏
究
「
古
典
學
の
再
構
築
」
總
括
班
，

二
〇
〇
一
．

吉
川
幸
次
郎
「
杜
甫
私
記
」，『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
十
二
，
筑
摩
書
房
，
一
九
七
三
．

（
高
麗
大
學
校
民
俗
文
化
研
究
院
海
外
韓
國
學
資
料
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）




